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E> ROME, TEED 6 OILS HOOT, ZOMM =F MO 
観測 所 を 設け , 地震 観測 を 開始 し た 。 そ の 場所 は , 森町 役場 と 大 河北 岸 登山 
NACHT, 前 者 は 8 月 8 日 か ら , 後者 は 9 月 11 日 か ら 観 測 を 始め た 。 時 
計 が 何れ も 正しく ない から, RRM LE 営 て に は な ら な い 。 こ こ に ば 
KOM AR LILD GS, 場合 に よ つ て は 23 時間 GOTH So URE 
6 それ は 個々 の 地震 を 司 別 する 上 に は , BRAS EDO 
Fe SRO LI MWR 2 PRI EBA Bo 
表記 の 外 に まだ ある か も 知れ な い が , 小さ く て 分 ら な い 。 この 回 敷 を 見 
る と 医 し く 消長 が ある 。 即ち 

8 月 10~11 日 , 同 15~18 日 
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で て ある 。 引 等 の 事 は 別 と し て , 上 の 表 の 中 か ら 森 と Kis L OMT 同時 に 
WIN Strib De 
AT, COR BED 
動 の 方 向 と 初期 微動 
ざか が 6 多き の 
ABC 62K BSE 
nit. Koragatake か ら 起 つた らし いも 

DOWIE 6, AR Bt 
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表 に 相 営 する 番 貴 と 震源 の 深 さ (km) を 示す 。 DUERKBERO&O 

DIPS HCH SERED Gb MND 3 

Rev BEe RO SIS, 最近 今村 博士 基 他 の 人 々 に よ ょ つて 得 ら れ た 結果 
に 従 つて 

d=45t 

と し た 。 こ の 式 の Z は 震源 距 離 て , は 初期 微動 の 長き さ で ある ぁ る 。 

CRUE KOT APRS, BEC (CEL UCMEEB, EMI SHELL 
て で 得 た 〆 を 用 る て 求め た ) 震源 地 の 距 離 4 を 求め , それ か ら d2=A2+h2 
と し て 震源 の 深 さ 々 を 求む る と 第 赴 表 の 如く な る 。 

即ち 深 さ は 6 一 12km で , PH 8.6km で ある ぁ る 。 そ し て その 誠 源 の 位置 は , 
森町 の 附近 か ら 北 々 東 及 び 南 束 へ 延び た 一 超 に 並ん で 居る や うぅ う で ある , 
以上 は 今年 11 月 迄 の 観測 に よる も の で これ に MTD BEARERS 
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TOMER AAD AWC HONG, 今 は これ 以上 深 入 MBIT SM 
し 地震 が 大 部 分 森町 附近 に 起 る 事 は , 同 地方 が 忠 火 の 直後 に 沈下 し て 居る 


第 a 表 
; 森 天 党 
tak 2 4 h d 4 Aa | ED 
40 9.4 7 62 | 10.8 8 6.5 | 63k. 
43) |r 12.1 3 11.7 ! 166 14 9.4 | 10.6km 
46 9.4 7 G2 “180 (|) wig ~ 6.2 
47 | 108 3 10.4 | 180 | 16 83 | 9.4 
BO 127 5 11.0] ° 143 10 12.5 | 118 
3 Or ia 8 9 ty 7 9A.) 98 
Steer 120 = - 7.2 2 6.9 | 6.9 


BBR Struct t MAAR eAUTESOCTH6E 5. MULT, 震源 の 
深 さ が 何れ も 6km 以上 10km CH SAS, 火山 の 根 が その 邊 に ある と 云 ふ 
事 を 示し て 居る の で あら う 5。 秦 % この 深き さき は, 大盤 の 大 さる の 程度 を 示す に 
ILE ZEDCHS, RRVOMEBCMT b, BA FO TERM km OF B 
D Bo 


7 HW Wy © im EB hau 

Het @ Hh we — 

mee BA 新 A 
Ii) > E PEED KREBS KS 噴出 物 の 温度 に 闘 し て は , 既に 2 回 の 測定 結 
時 か 本 誌上 に 和 概 報 せ し 所 な る が , 更に HOR 昨年 11 月 中 旬 , 第 3 回目 の 測 
定 を 行 へ る を 以 て , HOM RIC s MD ES, | 
今回 の 測定 は , HEED 1 月 11~17 日 即ち 噴出 後 丁度 148~154 日 目 の 7 
日 間 に 互 り て , HEME I, BAB, TIEN, BOM IEC DEA THOR 
石 流 に 就き , PB MCE BE 同一 場所 に て の 検温 を 反復 せ し 事 ある 10 
WAP BO TBS 6O%K Oo 拠出 物 准 積層 の 乱 き 浮 石 流 以 外 の 噴出 物 
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(3, 2&8 6 HE 8 ALDER Me we) LNG O, VEL 8 Mai BIRD Se ATH 
OR USRIRIS ABE Og 測定 の 方 法 並 に 測定 せる 地表 面 下 の 深 さ 等 は 前 
報告 叙述 の も の と & 全く 同様 に し て , UP MEM ROK RUT 表示 し 
CHEE), 呈 つ 噴出 物 其 の 後 の 基 態 を も 簡 軍 に 記述 すべ し 。 場 所 の 記 六 P 
( 淫 石 流 一 般 の 虚 ) BOS (第 1 回 報告 に 於 て 特に RO を 加 へ た る PAGE 
TEMESAIL: SES 一 切 前 報告 の 。 の と 同意 に し て , MZ lA CHRO & Old | 
じ 地 早 を 表せ る も の と す 。 
CD) 項 上 火口 附近 。 11 月 11 日 ( 爆 杉 人 後 148 日 目 〕 Me. 
HEC ORS b O UB, 山腹 に は | 浮 石 流 を 避け て EG CRED 
る 所 多き も , 頂上 附近 に は 創 ヶ 峰 と 砂原 岳 と の 頂 を 除き て は 反 つ て 全く る 
を 見 ざる は 温度 の TRICK SEAS. HOF, 隅田 盛 の 頂上 等 OF 
iF (SIE OD GR at & PRK RL, ZEKE OUKAICSH 6 TMAL SUT, 前 回 
cM LIFT SRR fs RAI (h, も 早 接近 する GEIS S ARE O vO 


SDRC, LUE ET OF KBMEO 北側 敷 OD, WATER ORI 


は れ た る 部 分 を 検温 せる に , BS Wem に て 110C CHOMMAIBIKBE PF 
敷 度 ) に 達し , 和 褒 こ の 近く の 噴気 孔 内 に 約 15cm 程 振 前 計 を 差入れ た る に 
暫時 に し て 155°C HI © 

(2) 鹿部 方 面 淫 石 流 。 11 月 13 14 日 (噴出 後 150 一 151 AA) 測定 。 

NODHOEA ils, 其 の 拠出 物 堆 積 居 と の 境界 線 が 前 回 より & 更に 外 
観 上 見 分 け 上 難く な め り 居 れる も , TRMEORMA, KAKBRBB I CRAIN 
DEN Ska, 主として 噴気 孔 跡 より 一 面 に 水 蒸 握 白く 立 上 れ る 急 , よく 浮 石 流 
AO fa Ie PHT SRR OL Bp, P.1 及び S.1 の 位置 等 は 前 報告 
AT 既に 褒 明 せる 如く に て , 今回 が 第 2 回目 の 測定 な る も , P.12 は 此 の 
EPROM OW WR COT, 留 の 湿 方 面 に 向 へ る 淫 石 流 に 於 て , 前 報告 中 の 
5:3 Of # ILS 600~700m, iH 800M の 中 腹 , HEIALHALT AR He EO hn 
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第 = 表 
場所 | 鹿 部 方 面 赤井 川 方 面 
深き P.1 SRP TDRSS PS P.6 
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RR rye ee eee 
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さる 部 分 な め 。 地表 
HAAKD BB SF td — AE = 
之 よ 0 一 訂 高 温 に し 


CT, PEUT 山 の , 傾 用 


線 に 直角 の 方 向 に 走 
れる (Blin 2 ATL, iF 
HAS AHI. 0.5~2m, 
HOPM (KZA 
43 BRD CH S Be we 
ある を 常 と し , 稀 に 
著しく 黄色 の & の ; 
紅色 の も ゃ の, 白色 の 
3D SHO TC, Fl 
DWAR DT FBO R 
HD ORY 6 


(3) 赤井 川 方 面 浮 石 流 。 11 月 15 日 (噴出 後 152 AA) 測定 。 

表 中 の S.5,P.5, P.6 は 何れ & 今回 が 4 回目 の 測定 に し て , HIMES ¢ 
[ri] — HUBS TC ORI HERS BK A &, BIT EF の テー ヂ デ は IO BE 
RHEK L, HOZIC ATE SBKON T—F OA, CRIES O 
(Jan BY) OMe Sk CT BRA <, HOT MMO WBS KREME 
見 決定 する 事 叶 は ざる も の あめ り た の り 。 ROM MM LIBRO, FREBO 
BR eis S SRS, BRA MICKO SED & 同様 何 慮 に 於 て & HE O 
て , 87 FULEPRISERSCEHSL, MRO LSYAKLEEO 
冷却 示せ る も の な る ぐし 。 
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(> BAMA aR. 1117 日 (噴出 後 154 日 目 ) 測定 。 

ERP 2 OME ARBRE OI Liv SBMS <, HOMME 大 
PAIN THOLOe MUO 測定 箇所 P. & S.8 は 共に 前 報告 記載 の 
MS AB MAMI ES RS UT, 前 者 は 今回 に て 4 回 目 , 叉 後者 は 2 回 目 
(第 1 回 目 は 噴出 直後 ) の 測定 な り 。 SAI MMAAWD 他 に S9。 等 の FT 
を も 放出 し , 表 中 に 見 ら る ゝ 如く 表面 下 深 き 50cm に て 380°C の 高温 を 保 
EV. 

(5) BRHRARSAR IL 月 16 A (噴出 後 153 日 目 ) 測定 。 

PA TAI BOO TU 噴気 孔 跡 稀 に し て , 隆 雨 後 な る に も 拘ら ず KARO 
立 上 れ る を 見 る 事 他 の 浮 石 流 の 如く 多 か ら ず 。 測 定 は P.10 と S.7 と は 今回 
が 第 2 回 目 , RL P.11 は 第 3 回 目 に し て , S.7 に て は 水蒸気 の BRiLH OE 
も , MOKMMORAILRA E46 EDO So 

MEeCRowis. FFA ei CT 浮 石 流 一般 の BO 温度 , 即ち P な る 
AUCH UR SYM (P. 12 は 一 種 特別 の 過 域 中 に ある を 以 て 除外 す ) 
OimB 2S SI, 深き さ 70cm の も の に 於 て は 最高 は 尾 白 内 方 面 P.8 の 
106*C, 最低 は 鹿部 方 面 P.1 の 69 ず C に し て , HUE fH PTAA O FU IB IE 2 Rts 
Auk 84C £760, LERS 50cm の も の に 於 て は 最高 は 砂原 掛 潤 方 面 P.10 の 
68'C て 上 記 尾 白 内 方 面 の P.8 は 67°C), 最 区 は 鹿部 方 面 P.1 53°C に し て , 
BEMIS 63C LAS MOBS 60cm の 丁 均 温度 を 前 回 測定 即ち も 噴出 
後 1 一 58 日 目 に 於 ける 同じ 深 さ の 夫 169°C (I Saris, 凡そ 100 百間 に 約 
100C LMS eM S. RMAF  S 7 REE Bt: ABHOR 
BS lal & MTGE <> DEP CRS 50cm の 温度 の 最高 は BON 
方 面 $8 の 380°C, ILO AME Mes IEII WG S.5 の 201°C Az UT, 何れ も 前 
同 測 定 の 時 LAE S 高温 を 保持 せめ 。 其 の 年 均 温度 は 2384C と な め , 前 
回 の 省 均 温度 に 比 し 反 つ て 少し く 高き 値 を 得 た る も , 勿論 之 は GHZ 温度 の 
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LALO HSRATEDLET SS EHF UT, 噴気 LL RYOR & 
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HB Pl lag S.5 P5 | P.6 
esate Mensa ts 8 |505°C | 387°C | 378°C 
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(Sad ION & O BR OME F 
PTA bOD LMM LES 
きる の な る べし 。 

淫 石 流 の 准 却 区 態 。 浮 右 
流 の 冷却 の 模様 の 大 盤 を 
RUD Be, 今回 の 測定 
Un LE Bi SCOR 
すべ さく, AS 40cm に 於 
ける 測定 温度 を 刻 記 し て 
FAK 260, Ze HE 
tial (BS CG Aa US EEE 8D 
経過 Be, 叉 庶 軸 に 温 
ee LO TREO I 


DAYS AFTER THE EXPLOSION. 


めも 個々 の 温度 の 相 
i LSS, 全然 同 
— OMA FLO Ate Bt 
て 測定 を 繰 返 さ ヾ り 
し に 其 の 征 均 値 を 比 
We LAL, BY 値 を 
LON 6 WE EK 
の 少 き に 過 ぐ る 事 等 


EEC RR OBMAN - 


< FRO & MEZIE HK 
園 
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の 場合 温度 の 丁度 40cm (HU SAMA Ss 4 OIL, AAI O TROD 
Ali 2 INS SIL CULMS SEL U, 今回 測定 の 分 は 大 部 分 か ヽ ゝ る 値 な 
る も , MAKI EO TROD te SHAS, 53 1 AE OME OVE 3 35cm! 迄 検温 せ 
212 借 所 の も の を 除き て は , ZRAAT SBD THES SHECO. RS 
了 時 は , 40cm の 温度 が 同 - 場所 に つき 第 1 回 測定 以 來 の 値 を 比較 し 得 べ き 最 
FEO ‘OR SEO, AP ORRSARE 2 つの 傾向 を 有 せ る を 見 る べく, 一 
(SBA T—-MOBR OL OUT, IA HD OBIE 2 7s L150 A OBIS 
CTH OUCH SEO RAK UK L, HOMES FLO 6 の は ZI UZ  , 同上 約 
150 ACR TARA O OFTEN Bb Y OL 

JOT < MER HA Yo SHEE HH 7% RAE ARAL IS T, 褒 上 逃 の 如き 高温 を 保てる は , 基 が 
KARO RE 1s BRUTE DVB DIS 元 よ りな る べ け れ と どら, 基 の 他 保温 を 
BS SS (bE EN, BOGE DO 果して 如何 な る 程度 迄 影 絡 せ る や は 未だ 充 
分 明 な ら ず 。 淫 石 流 を な せる 学 右 中 に は 多量 の 臨 素 或 は 臨 酸 が 含有 せら れ 
We BABS, FEI ASHENC HS T LB LORY 6 AUPE UT, ZlISE BEAD 
I! ERI SSA LON 6, 就 中 噴気 孔 の fate YS ES 
WALHE L UCI IAICZE < PRE KES ELDLAGXGAo°oKCRE SRB 
の み に 依 ら ば , MEHR OAR EO し て , CRUD RIE AAT ZB 
る 迄 に ROC M CM A 2 要する が 至 営 な る や を 算定 し , 併せ て 如 上 保温 
助成 の 原因 を 確 む べく 目下 研究 中 な る ぁ る を以て 乙 等 に 欧 い て は 追 つ て 報 ず る 
所 お る べべ 【 多 


ye 2 ORB 
e+ bk A ® - 
Bo BRIAN (LEAK, 基 の 活動 義和 機 を 俺 へら れつ ヽ ゝ あめ LB,IA 18 AK 
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- 
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PEM L LC AIRE 2A, MER を 滞 か し, 多少 の WH RAT 
Do RO MABE KO ATE GAT, PRED ARITA OHS od 12, LAMY Ais £ 
れる 時 は , BREE 10 PRA RE し, WEE OR AOA GF, HE 
SESE k BME WIO HE & LOWERY te ¢, HO IMB Lt 2 Ic iO 
FRANC BEIRO MM 31k WOH 6 られ, HEB OBR Z Li AMIE < 
SMRES SHBIES OS. URE L UTE SMI CHIE LAK 
る 諸 情 報 , KORO TAME & AC PY CHES CORRES & RUE T AY Ly 

BR WOAD. BEAU OMIM BIC RES Cit, BICRAO MRSS» 
Pits & A &, BCMA & UCD AT Lc 

REMI OWAe SWHMAI Ma Cd, AVBLY G6 nic S Kee LL 
も , 諸 家 の 訟 を 参照 すれ ば MM HBAMIC LT, 基 の 最も 外側 の 火口 
WE (3 1b LG BBS %e BE UC RELI CK APH) と し, 南 の 部 分 は 牙 山 ( ぎ 
つば ぱ や ま ) BIFIED RIE ICIEO BB kd, BABE & 牙 山 と の 間 に 

OK 日 瀬 開け り 。 第 二 次 火口 は 今 は 西 及 南 の 部 分 を 残し て BHNL 2 2% L, 
RAC AHN OAS. OMAN HEAD ALLO BSE #8 L, 頂上 
に BEXKOKAD ZAG 0. ZHBUS WH AKO UT, HORE SK 
Ny OER GEIS BK & BIB a8 ZHMRB= KOS, 互 に 一 部 重合 し て , HX 
東 に 移動 せる MAA & fa BO BIG ARIS WE VAR ERNZ EO THES 
“ui OS VELL E MIHMD POMC (kM 7 EAA OT, 蛇 堀川 の 水 
Wie % L, LR DRO MMBPTSEI SKIL RUF BK I BEME 7 小屋 の 登山 小 " 
SALES o: HHI & ALLL OMILTOABE 7 HE OP SWE BEF em LR te 
る 者 な れ 共 , FADS TiRMAS TO WEA DB ALBA 6 °C PAN E 16 


1) ARIE H, HUE SERHESE. 39 4B, 487 BE, 118 HL. 大 正 1! 年 。 
il ESTRUS UE, 第 86 BE, 日 本 噴火 誌 , 下 。 
2) AASB, 地 豆 雑誌 41 4B, 482 BR, 193~207 HE, 昭和 4 年 。 
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409 o 

FAT HK (SAE) OTR HIE (SDA LIL UC EK 2 KL, 種々 な る 噴出 
1) O) Me EO BETS PRL 20, PRG ILO RE CSE OM AIR 注目 せら れ 
第 - 秦 FE 1 Oo SLO MO, HL ERE IC 
STS, AKED oO 測定 結果 
eR UO ich, 其 等 の 測定 
DMR EOL KO TED 
の 差 あ り 。 昭和 3 年 9 月 下旬 の 火 
OARS TSH ORBEA 
Do Hea, 中 候 氏 が 最近 8 月 24 日 
火 H の ie Tal に , KORE L 0 Wg A ROM JA 22 
測 せ る 結果 に よれ ば , 1.223 Kio UT, MASH PGK 300, 南北 340 米 に し 
TMH OBRLAA DRL SRAMI NO, 更に 其 の 深度 は 本 火山 OR 
Be LBS SHRH SAO MS , RRB E < ACAD 注 殊 し つ ゝ あめ の た る 
PR Oo kK PUR ONE 6 ANBAR ICBME 22K Ls 最近 8 月 24 CU SEE 
の 如く , HORA HAGKR I fii LCI FEL & 20 KOMBO A FSH CHEF (EI 
2) 開き , RRP PAB OME (昭和 8 AR 2 A ORRICK O AYO L 
云 ふ 。 Hstlsl b) HO THR <UL, MA OPN IL E OME Get 
OMS WORM ROME } Oo ML CREE, 即ち RIFE S UN ae 
PORES 180K, PRER) & DEO LA PI Clk 165 Kz Y bese 
SEIS SMA. BEAMS < 天武 天皇 13 年 以後 噴火 の gee 


1) 山崎 直方 , Be PRG ES HAS, 73 4B, 5 頁 , 同 , WESABE ESE, 28 4, 356 HE 
215 買 , Wir 43 SE 2) AABN, 前 出 , 3) LEGER, 5a FRE, TAS, 6 HE 
204~206 頁 , 昭和 4 年 。 4 RRL OME SS 

5) 山崎 直 Fi, 前 出 , 同 、 LF Beak 29 AS, « 365 Oi 54~56 Hi, Wit 44 PS K 
PB TRA BREA, 73 4, 6 頁 。 

6) PRK L OBE 


ay 
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し , SOHN OUERRAS B AFB —D AT UC, HEALER O AS ERO 
RsWHGS AL, FARELMOMEK 2s ik KOM Le 大 正 元 年 に 
は 活動 10 回 を 算 し , 12 月 14415 MA OMEKO Bd KOI OR 
RIZE LIB L, RIE 2 年 4 月 に は 長野 測候所 西 法 手 は 火口 北 壁 よめ 火口 
府 に 降り 立つ を 得 た 0 と 云 ふ 。 千 此 年 は 大 小 の 噴火 39 回 の 多き に 達し , 天 
AT AMELIE, Hh 35M AIIEL MY GO. 大 正 3 年 に 入り て も 活動 
答 成 ん に し て , 29 同 の 噴火 あり 。 以後 大 正 8 年 まで ARB BLU te O し が , 
8 年 に 1 回 ,9 年 に 6 回 ,10. 年 に 16 fa], 11 年 に 7 fol, 12 年 及 13 年 に 各 8 回 宛 
WERE Ze BE L, HAIER Ae BL, FALL 15 雨 年 に は 再び 沈 本 に 記し た 0。 
其 の 後 昭和 2 8 年 に は 各 4 回 宛 の 噴火 あめ , 就 中 3 年 2 月 28 日 の 噴火 は ここ 
の 内 最も 強烈 な り LHI UT, 東館 草津 街道 分 去 ( わ か され ) の 茶屋 は 噴石 
OGD L, LMM Y Gtk SHAME ROTM OMAK 1 
DAMES PS CM + HRMS BIBI O 

ShommeR., KLE ORIN ICP IE, 9 A 18 日 午前 1 時 08 Spe, 
Fei AUR E & SUC REE L, = C1 Wf 08 分 28 Bb, 9 分 15 Bb, 9 分 LAPD 
RES Dy 0, MENS, SUL, SEH, CH, MIF ORME, IO KMD EB 
落 に て は , ERG UR ECRROBe MG, RAL LTE LEGAL 
する ぁ る も, WHOBS, 直ちに は 立ち 上 れず , 更に MBCA S 容 気 の 振動 も 
加 は め り て , 山 に 面 せ る 障子 , ダラ ス 戸 及 長 は 特に 劇 し く 震 眉 し て , 終 に 脆 落 , 
BERS る 等 一 時 は 騒然 た りき と 云 ふ 。 有 戸外 に 出 づ つれ ば 折 柄 共々 た る 月 明 に 


1) KABH, BRAG BAS. 日 本 噴火 誌 、 下 , 同 , SHES, 27 4, 341 Hh, 
55 A, 明治 42 年 。 

2) ZHoMARKo% Cit MESA, BH, 無 象 要覧 に その 都度 報告 あり | 
RIAA OZBB IC be LS VU RHE He TAR Vo 

3) ARB, WE SPHERE, 30 48, 383 HE, 425 A, Wye 45 年 。 

4) ARE R, WA fn 3 年 , 128 Ho 

5) BETH R, 長野 測候所 長 梶 間 氏 の 調査 報告 。 
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PERT OA LICR AEE < KIC OP LL, HOME IAe & UNG 2 HE 
DS), MAREE ORT <UL GEERT SMS SIU GIO, MUM 
CHA ILBES, KES CAS BBC HS SS ESE, HOM OUR 
BES AvO LBA 

LEE FMEA TA OPCS, AMBRE LB 12 分 , 18 分 , QL, 
24 分 に A fil] OA REESE L, 2 BY ICO CRRBISKAA, Id BARC Lt 
06 | 

AME TD & O RPGC 2.5 FF HB KARST RR BE CH SS)  EOR 
に 擦れ ば , HS AWS UC, WP — IRC FEMA BAB HS ¢ と 共に 屋 鳴 0, 
EM LS, MEOW WES Oo 間もなく 降 石 屋根 を 打ち , RICH 
げ 出 づる 事 も 叶 は ず , 幸 ひ 此 家 に は 落下 せ ざ め り し も , LOMBCRFU SB 
EMO eROR, WUT oH LAER L, 暫時 は 談 語 も 通 ぜ ず , 全く 生 色 
な か りき 。 BADR Ns SAB IAILIIC BIRe BS XRBECA LSD 
bi ILD Oo 落石 の WRF MS ICM D ¢, MD T MIRO Bes ~ 
Wh CPA, HFS MEO BAN OT CEL, WRB ORB e Bat oo B 
測 所 に て は 火口 に 面 せ る が ガラス は 破損 し , WRHOSRO KO. AED 
SAME ee 6 SP, MEOW OF ECE S REMIND GEA & 0 TER 
2ELOY HO し 人 箇所 に て , BAI E OTWHEEGCHKS 土砂 の 堆積 に 踏 
AY, 足 部 に 火傷 を 錦 へ ひめ 。 叉 峰 ノ 小屋 は BAK ORC Be Bon 
た れ 共 , 火 を 消し 止め た る 由 な り 。 

BER LOAD RBRRRO, 小 譜 より 登山 せる 一 隊 に 加 は り 
た る , 余 の ES 人 夫 某 の 言 に よれ ば , NRE OMAT CRA CKO EDO 
7.54) に 至る に , CC AGRS MK SACO, HRB GSO. BR BUT 


1) 東京 朝日 新聞 , 信 濃 版 9 月 19 日 所 載 。 
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(IIe TIER he BRAD, ROTC PEI Raut BLL WES TEA RLICT, IE 
Ha rle THROKeROMU S42 Bic oO, MHC TA BEA UT 
UA ASE AT CMEA DS, WES HEME BR ROT BR SBO fe OG 

FI K DROME ARMY GSO LER. ZITE OT HAN, 爆 
PAE OMNIS 多く 火口 線 に 止ま ら ず し て , 火口 よめ 若干 中 9 た る 地 嘆 
に 多く 堪 積 せる 者 な る 可 し 。 

BEE 1. WEORS. PRBS RE RBE SIKIK, BRORM HOY L 


em CMSA も なく , MELHOM SBMS 
5 cee に 困難 な り 。 今 BERG y MT EE 2 
NR ; 


き 褒 め , 右 に 折れ た る 街路 の 南西 側 に て , 

PMR IB LAT WERE LL AAA 

—— の 言 に 基づき , —HK UH 側 家 屋 の 高き , 

A ee ae ie) HBO A&A Cadets HERP, 22 

iaingiee ee HB MES BE OIE te RA 恨 定 し , 第 武 園 に ょ よめ 

ke て 推測 すれ ば , PSUS WTR E O 4 TER 
昇 騰 せる 事 と な れ り め 。 

2 HREM, EY MMM MOMMEICR MY ODS, 
ZEOBWILH OTRAS CRY S ABR EROR MES RKO LDM LO & 
AKC SEO HE ICIS TR OMI PT te, EIN, 白田 , SAB ETT 
小諸 , SUECTD, ATH, MEIER, PEIRMME 7 ERIC Tk be RE Oo 
小諸 町 に て は 直下 より 持ち 上 げ ら る くく が 如く 感じ た 0 め と 云 ひ , 峰 茶屋 に 
CIR Lh Hid CHARS O Lit, 叉 分 去 茶 屋 に て は 容 振 の み を 認め た 
9, 


SS 


L) 前 橋 測候所 , EA UVR RES PARENT RE. LA REG F 0 
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3. AGM ae Gist, MEMS ALDH (S HERI ICEL SDA <, ATI 
世 域 内 は , 勿論 此 の 内 に 包含 せら る ゝ 外 , 北方 FEREIIWE MO JOH, IB IEA 
HORI TIL AMEE LIENS, OH Ek OMUG SS DMS Bie RE 
た の 0。 RAMS EAM も 鳴 填 を 聞き , SHRI Ck BIS SPICE L 
て が ラス ぇ 戸 , 障 子 を 居 堪 し, 東大 務 震 教室 の 徴 動 計 に も 感じ た り と る 。 

BRDAO, ALKA AMEO HS 10 月 3 日 小 譜 口 よめ 登山 し , PA 
HOKE RACK Av, KIMANI A SF SANS UT, 10 月 6 Fie < PRM aS 
れ た れ ば 山頂 に 登り め , 炊 の 如き 観察 を な す を 得 た め 。 

KARO WH OA, BD PAPEL <S KOA CHR UC 28lb% Bak 
L, LMR AEH, BD WBE I) US RUE LIBS 8, KOKI RU SEED 
ESPBOM BLD GTS WOMERILUK 0 PAC ILOHRED MB eB 
上 向き に 創り 飛 ば し , 砕 片 を 多く 内 部 に 止み ざめ し が 如 き 感 を 興 ふ 。 IGE 
は 最も & 低 き 部 分 に て , PCM LMT 40, HLT SME Ros, 
Z $00 OK EO HELE DAWES HD CHENBIC S AOD COmeg 
を 績 けた 0。 KOKOULKL A & BMG OBS, 西 及 南 壁 下 に ORR 
せる 外 , EEUESE AKA FSO Fin STS PRR FEN % Ae OU, SS lal DI CAR 
UA FEMS AED (PANS Gert SBE Oo MOMMK DAM Ktle 
AFL ES 90m に し て , KKAE K 0 BE 201m RE ¢, ORS (SHRED RE 
せる 物 , ROMA WO Bd HB BL, AURA O. RRA BREE 
Ose ldtrte SMP 4 HO T=H AMZ, AERIAL —-O = AI RO, 
告 此 の 部 分 より の 噴煙 は 殆 ん ど BOUL HC HERES AT Ss, HERE Bit 
れ た る 5 の 岩 居 の 最 下部 の 者 の 下方 に , WEED 1S wv Blamed BS OLS, Bh 
らく 3 個 の 噴気 孔 路 々 水 下 に 列 び , 間 歌 的 に 3 個 同 時に BRB C8, ORK > 


1) 地震 , 1 48, 10 H¥, 32~33 A, 昭和 4 年 。 


i ba ical 
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AO EFM MES SHC OC AVE ew CT MALS Bi kh 
ば 次 の 如 Lo 


6 AP Bi 9 AF 12 a — the OFFS HEL, BG OME (KAD AAS OOo 
SOIT So TAWADIC LTEBAEY © 4 

同 同 2477 FOS HRS Ke HE, MMOMOBw MMe Mie Le git 

認め 得 ざ りき 。 

A) fe) 35 分 第 一 回 の 場合 の 如 し 。 


以上 の 如き 噴 条 の 結 績 時 間 は HOLM OAD A L CHES, JERE ROME 
HO MSGR. し て , MOCKKAS ABIL LUT HA LRAKO. BA 
(SAK 7s ILM A BRAK, MiB HREG 13, URSA OHERE R A ov 2x 
ー タ ー に て 605mm を 示せ の め 。 

ERZAOSHERE, SOMA, 今回 の 噴出 物 に て Mik せら れ た る 
地域 は 火口 附近 の み に し て , 他 の 地域 に 於 ける 降 放 は その 後 MEN OR Ht 
失 し , その 形跡 を 止め どり き 。 KONO WERKE KOO Me k OER 
すれ ば は, ERO HAGAN ISO ie bP SOM, ABR BRO F0 
WM OMES PT IMOTRA ORCS EPR SOM LO 小諸 日 方 面 に 
CAA KORO CECA RM, KA OM 3km BARKS, KA 
RK IOUS? BEMIECATESBAK 900 HB) BLIEKDOR 
BORE Be 58 L, 観測 所 の PRINCI OZET S 2 個 の BISEFLMG A 
南北 に 並列 せめ 9。 MARS 6.3m 及 41m に し て , 深き は 夫々 1.7m Alm 
ATL, 土地 傾斜 の 方 向 に 土砂 を 20M HR 4 HEAR LOT Oo RG 7 ME, TI 
と 前 掛 山 と の hf tse SM KWOR Wc HET SMO API b, CHEK 
同 小 異 の 園 鑑 孔 4 個 あ り , BIC K O IT 至る 中 途 の 樹林 内 に 降 0 
た る 者 の 如き は ,1 個 に て 約 10 奈 の 地積 内 に ある 樹幹 の 筆 10~18cm DHE 
落葉 松 等 を 弧 荻 ぎ に 倒 せり 。 

VEO RGEFLY lk, BB OLR L CBEER Dd O, 或 は 破砕 飛散 し て 原 
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形 を 留め ぐる 者 あり 。 観 測 所 附近 の AHELE OS, IS AMA AM eI 届 
た め り と 云 ふ 。 由 の 方 面 に て 最大 な る ぁ る 者 は , 前 畠山 歯 西向 き の 中 腹 に 降 9, HE 
BUCA A KAC UT, JAIL & 26m に 達し , PA OMS IM RO Oh 
け と な り め の , 樹木 は 皆 打 折ら れ , 押 園 さ れ , 其 の 内 の 一 本 の 如き は , PAOAR 
岩 塊 の 位置 より 9 100m 近く も 跳ね 飛ば さき され, MRILE< MIMS Che 
(82000 ZEOMLACAMABA, HMA OBR KS 2UT, Pim 
Heat FANS SHES, REA ORS MMIC hO HOLT ORKSHRS 特に 
ERE AO To 
南東 方 , BO TMC KAKA & O 1LOkMOPR AEE LEB SFO AN 
く , 血 2 HIS AE AEM AS TIL Hk ak FZ HEE 2 6 22, GK O IE BE 
第 参 周 


eae 


he 
Fees hy 
se 


we 
iW 
£9 
4a 
各地 
et 


TLS TRUE, 今回 も 御代 田方 面 の 住民 は 懸念 し 居 た る に , (ASE D RRB te D> 
りき 。 有 叉 前 椅 測 候 記 報告 に 擦れ ば , PETIA (火口 の 南 々 東 2km) の 東 
附近 に は , HE I~3 m の 大 孔 10 米 下方 に 3 又は 4 個 の 割合 に あり て , B 
BAM OBB INE LU. KOA OPE REIL OME Y UV (標高 2319.1m 
HMO PRIK 460) OBB PGR K(k, HK OBRRED NS UC, MEG kB IC 


“aay je Seni peli 
ws csp 
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CKD © 2.5km) 達し , MED BOM MI RAB SESH O 6 

KSB, SOS WET 東方 に 摩 き た れ ば は, BRP IR 多く Beer 
Do BIE DGS BARS KE SEO RA} BIA O, 今回 も FZ WRBOKA 
BPO し が 彼 害 な か り し と 云 ふ 。 PBL 前 橋 測 候 所 報告 , 及 HE EE 
測候所 長 の 調査 報告 , 並 に 信 の 踏 樹 に 基き て 除 族 落 石 の 分 布 を 示し た り 。 

SER > HEISE (火口 よめ 東南 6km) IMIR ee Lo TST 
峰 ノ 茶屋 (火口 の 東方 約 4km) dK AIBKREOREHA 0. 家屋 
の 一 部 に 多少 の 損害 を 興 へ た め 。 MAK? 茶屋 (火口 の 東北 約 6km) 附 近 に 
は 全く 落石 の 形跡 な く , 降 旅 る も 極め て Mike oO し が 如 し 。 此 の 街道 上 に 
は , Ati DBE PLS BEML BES Cb, HELE MER G Sisk, M7 RB を 中 心 と 
し て 約 4km の 幅 を 有 せ る が 如 Lo MIRED Ia AUS, 何 分 深 座 の 事 と て 
BFE BEE AMES UT, 以下 に 漁 ぶ る 答 好 に 於 いて も 赤 然 る は 遺 財 な 09。 

炊 ぎ に 火口 の 東方 約 8km を 中 る 章 津 電 鐵 沿線 に て は , 長 旦 向 停車 場 陰 近 
に て , E 5cm LDR A~T, 沿線 中 最も 多量 に 降り , HOWE, 樹 葉 に は 降 放 
ORD DRO LBA WRI STROM, BRORAC UT, 少 
Ht OME Re SL, FEAL PRS BR ALIS UT, 1m? に 140gr OME WA O, CHOMRAR 
内 各地 の 隆 族 落 右 の 量 を , 梶 間 記 長 の 報告 中 よめ 摘 記 せ ば 次 の 如 し 。 

小瀬 温泉 に て は , 大 な る は 律 3cm 位 の 岩 片 を 稀 に 混 じ , 多く は 指 頭 大 以下 
米粒 大 の 砂 1m? に つき 90gr. HE, BAEC MEIRODKD Y 。 小瀬 停車 場 附近 
Z (SEROMA 6 AES TE BHD TK Oo MEK BPM Cl 
Me oy ape mR OO LT ふ 。 二 度 上 停車 場 に て は BRL AO 火山 
旅 , 1m2 (BES 400gr 降下 し , 稀 に 指 頭 大 よめ 筆 3cm 大 の 岩 片 を 見 た め 。 

群馬 落下 に 於 いて は 確 水 郡 , 群馬 郡 , 2 HB, 佐波 郡 , BEB, 山田 郡 , ae 
郡 及 前 橋 , 桐生 , 高崎 の 三 市 全部 及び BADHM, 利根 郡上 南西 部 , CEE 
多野 郡 の 東部 第 に 隆 族 砂 あ 0 。 噴 煙 の 中 心 は 確 水 郡 細野 村 を 通り , 安 中 町 
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Ok OPSBBERM, ARTO LA eis, GOP hd, OA mp 
DOLACEO, MAM, SAU, 海老 瀬 村 の 上 宏 を 通過 せ し 者 の 如く な り 。 
(DCAD (SSE BRIE C4 <I FE OU TR BR IC SBA aL, 砂粒 も 小 と な り , 
叉 潤 間 山 よ め 同 距離 の 地味 に 在り て は , HOP D OMS EO, 左右 に 
SD DIME, 砂粒 次 第 に 小 と な り , BIRO Hele HHS FU ALEB PREPAY IC SEE 
As. i BPRORERGA, HA HOT STIRS, SUBS SRR ine 
ROU E eee 
WEE WRRAORR, MNT -AMMTOPMR MCHC (S, “EA 1 WE 50 分 よ 
め 約 1 時 間 折 に 豆 9, 坪 営め 89 41 6 OMI KOM Bi Oo 今 火口 中 
心 よめ PMR AED rR SRB 48.2km と し, 爆 楼 の 時 間 を 1 時 08 分 な め 
ECE, MKT O WEE MH 19m と な る 。 
in, ROUME LAR OAH, 今回 新た に 火口 外 に 拠出 せら れ た る 
者 な る 事 は , HHMOM ¢ IMCL LHS KA, 4 US HA ABLE 
た る 事 , LAMB? 茶屋 附近 に 於 ける が 如く , MSEC AMS BOM 
ら は し き 者 存 せ ざめ し 事 等 に よめ 明か な れ 共 , 逐 等 が 火口 内 に 存在 せる , 世 
(3K DREO—M2 IK L BT 5 NRO BUT SBP, 叉 全然 新た な ぁ る AM 
KOMDRICD BE BPS LIET RG 6 ASE TES 4 HKRAA LO 
DP ZL OS CHEM L, PAM ft CHE ALEKS 
WEELO MAL ROME 0, Bi BERO EH, FR ARS BIRT 
LCE ES SH, RH SILA SH, 及び MOBS 6 TEL, 叉 局部 的 
(7 DOR AES PCH TS eA Lo CHL SARA A, 
FAREED 72 EOE ¢ と し , (IC RD 2 L, PIC PIR & Sty, 其 石 共 
(S.bstOM SF BOD Nain, Heine ORE b ORO, SHR eve ey 


1) 前 橋 測 候 所 報告 (前 出 に ょ る う ) 
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FID HEART 9 CHEV ON ES AWHOMBMS RUA BS o 

he (DO OB Ss RAE PIERS ZI, 主として MEBEO Met oH 
(LENT (= CGR 6 ute SD BR 7s BIC LUT, HORA と の 境界 は HBR 
的 に し て , REC ERA OGL lat L, RHE REA OBER 7% IL OBB JE cp 
WES ZORE RT. HBAS fC < 前記 の 確 物 成 分 を 有 す れ 共 , Z 
& Oi6R BH FAK dR D BBE A %e LAB 0 « 

BURNIE S MUNA Gr, TOK S (LTA SE 1m 以 上 
OO & Y We) SERRE IS CHR ABKU FORK SORE CHAD YO 9 WED 
茶屋 に て 得 た る 標本 は , 青 族 色 を 時 し , 不 規 則 な る BSR 6 ABIL, 
BeBe A LT SZOMRERS. MOL OSSREC UTHED 2 
Bs DRC TMS AMILKA BLOF ES AH 0, RISA S CHE 
(LC MBAR < BBE L, BD REG ISBE RSE S LTA IC RRB O 

無間 2 AAS CREE Lite SIKU SRS JAB] 60cm, fe S 40cm OREROMS 
WIL UT, CORP TAILS O MEV OMIERA C4, COE OIE 
meas SBE ORAS SBS lL. MONWS BS GARICUT, 外 
BB (IW & KO, ABLMI Ze DBE (SRO MAOAIIE OT, GRHON 
ERS, AMC Die EM ARE UTMIR GAEL, CVT D CRI 
9828 ee U, BI Ze LHR, HORN 2A IRR LOK SE eGR 
し 得 可 し 。 

ZB ZILA OMS (SUR CEL SARA RU A HIE 
US SIBRBH LO, 結晶 少な く , HAORR MD 7 Oo 

ZtMBle LU BEES SKINS, BORO ERT & 見 出せ 
Do HOME 28cm, F3 19cm KO, HOMAGE THOM 4 lec 


1) E. S, Shepherd, H. E. Merwin, Gases of the Mt, Pelée lavas of 1902, 
Jour Geol., 35, 109~110, 1927. 
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生 ば 埋まり め , 大 形 の 者 は 探 取 党 時 fd ein PRD GTO © 
BEOMIERISEMORR, KARLIN, 「 一 般 に 江間 山 の tee t 
Rae L (SARC GOS し て , 其 時 期 を 交互 する 傾 あ る に 似 た め 。 Beh 
6 ith S He BES Db, CRE BRT Sle case UT, 一 年 内 外 の 時 を 
経て , HAD CME PES SIL BOK L 思 は る e 叉 昭和 年 2 及 3 年 の 7.8.9 
の 3 ヶ月 間 に 於 る 潤 間 山 火 山 鶴 測 所 の 角 測 の 結果 に よれ ば , 火山 性 地震 は 
昭和 2 年 に 於 て , 此 8 ヶ月 間 に 計 114 回 の 多き に 達し , 238 lls at 88 還 
> CB tHE, ROT 3 年 に は 噴火 地震 が , MK 2 PRS S SHE UT 
増加 せる 傾向 を 示し, ATR t UD CSM OR, WA 3 4 8 A308 
—MHO, ZMK & PRA ED, KIL PS < CEL ORS 
HLBUES L, MUEFHOMWAKE Bl HOM Ik し 居 た る 者 な る か 。 
SAUX GRE DORIC &, 今夏 登山 期間 に は 人 身 に ES る 程度 の 地 
動 は 無 か り し と 云 ふ 。 唯 9 月 5 日 午後 4 時 頃 異様 の 斉 結 を BSkac, k 
AC BK DALE © BU Lic Sb, WMC RM ROS OS, Merdeka 
REO RACH bitelS AZ Bele AE LIS O, 更に BAB OAE CES AT & UP AG. 
BVA LT OBC HOS LRA, 即ち 5 日 SWIO FS, 此 の 崩壊 
に 基づく 者 な る 可 し 。 SUD HE A £ LOS HO UL KADHED—MBis, > 
TAR UC A LIB Te S elie Ravdt, ZDRRBEIR IE A UTE L, REED 
AMT 0 4 LOB PIRES UT, BG 6 SMOMBIC KOT 崩壊 せる 者 な 
AEBS 64. 


QTE O BSB wl LO PRAIA S 気象 は , KUM HF GRWMWO 結果 に よれ ば , 第 
sd, 第 四 園 に 見 る が 如 Lo SAMS 6 時, 14 時 , 18 時 の 1 日 8 同 の 測定 に し 
て , 温度 更正 迄 を 施し ある 者 な め 。 


1) KBE, ERR BHAA, 87 BE, 日 本 噴火 誌 , 下 , 56 頁 。 
2) SLA, RIESE, 7 AB, 6 HE, 198 貢 , 昭和 4 年 
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ZEMRI AT 日 以来 の 降雨 は , 13 ACEO TEA, HUBBELL, 

FREEO RIA 17 日 は 慣 後 晴れ て , SAE & bee MUO. 爆 閥 の 時 別に Ba 
第 HF 表 Do 

無 @; | =o RA Bie A OCS 

6 we | tan 18) * | Ue Ms Dom Le 


7 | 67.6] 607.4| 607.3 a 
8 | 607.2} 606.1) 605.4) 20.7 は , EA TH < Bb Ze tFE, WK 


雨 
iss 
9 | 601.9) 601.5) 60L.6)Ry 47.4 
i 
ii 


10 | 60.0) 595.1] 598.7\5 1959 | RBs, Vocab OMAR — 


11 | 601.3; 602.8} 604.1/75 glee ae ne 
12 | 603.5) 603.6| 602.3la gig) 般 に か ヽ る 論 断 を 許さ へ る 


13 | 601.2| 599.8 599.7|aj 528 | 27.0 ip) = ho | owe ee Ee 
14 | 599.4) 600.5) 602.7) pag ー | KURO IS btm e b tUe 


15 | 602.1] 601.7) 603.0guE 2 ae] — cane 
16 | 602.2) 601.4] 601.84 : Do RIE [al OME 
17 | 602.4) 605.4) COTTAM | ~ | (id, IEC BES A 15 AOR 


18 | 607.8 607.2| 607.1% 3 


月 に し て , Kiser SAMS we 
高 の 時 に し て , 統計 に 更に 一 例 を 加 べ た る 者 と 云 ふ 可 き か 。 

CGE. Fh OMB RE 第 fal 
OW DO LA, RAB yy 98 
af, TW EK OH cL 
LRLOF ふれ ば , 明治 以 3 
ARO TIRE I UT, RH 
(CK SBONTARRORH see 
布 の 有 様 より FAME, 昭 sxe 
fil 3 4B 2 AL 23 AO) BRE IE Te 8 SO. Ws 112, RE 
BESO CER LHD, PIBK 10 WEROKMES O LBM Lo 

Fie HE DIVES FE VE AT FLA FEC PRU, 叉 貴重 な る 資料 


L) KARE H, RLRWBATHE 第 87 HL, AAW TP, 34 1. 
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を 供 せ られ し 中 條 正 騰 氏 , HMR AM RAR RO MU, 更に 季節 外 の 


登山 , 並 に 宿泊 に 便宜 を BACHE} MUBCAL, HAT 感謝 の 意表 


す 。 
爆 本 後 記 - 東京 日 々 新聞 に ょ れ ば , 江 間 山 は 基 後 昭和 4 年 11 月 15 日 午前 1! 時 御 
tH, LA PR & SEC BEE L, IE EIN IC AER} V Fe BAER Vic 


完 短 報 文 


TIL — Alan YL LILF OL RihBRKORE 
met 高 i 純一 
APYoENT UT LOAM KIS, 374 - WARD US > BIR ORGE E 
達し , AUP RS LERMRKASLEODCHS,. 4O AihsSHO WTA 
施 きれ て 成功 を 収め た 事 は 列 と し て も , 之 に よ ょ つて HERO AB CAS 
B BIR IR OH : ORR ST OAR, 大 に MAO LD ( AMT Sv d 


つた 。 SEHD COA IMEC HIS SRAM MTIED —Ine ks SCHOT © 


その 滋 新 層 と 稀 せ られ る 含 油層 の 構成 第 憲 表 に 示さ う 3 。 


第 = se 
ABCLEV FI) | oe a 相 | mow | aR Me 
LV 2 I meme = [arma lee AR ドア ン エ 上 
A FLUE 同上 OBEN | GHD aes Go” 
S7Y =n Foy LIRICA) BORED) 
(PHS, ek eee. 

D = ah ‘ Rg hase 
te aii ema ERED eee 
RVY ENT By FS, Te POKER 
re magrianl 。 到 油 な し 
= OR OR Uy Wi DDI O TE og i iv 


~ 


— sini ite olay 
=~ 
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16) 


DOM S Ae EER OF CD OSES ER 42 SC PTR 1550m 
ET) が 如何 に し て 堆積 する に 至 つ た か は , WHBELAMIRD A 問題 で あ 
SD, — AA UE DUE TC OA BER 8 20S WH LUT, 石油 確 
RBI SERS A SHCA So 

RUS AOI UO 注意 を と は ん と する 所 は , F= 7 教授 の 指 
摘 し た 如 く , 北部 油田 の 油 質 は 比重 が 大 て , 南部 の を それ は NCHS BCH 
る 。 同氏 は この 理由 の 府 明 と し て , 上 表 に 示す が 如く , 主 要 石 油 訂 に し て 同 
時 に その 母 訂 た る ペッ シェ ルプ ロ ョ ン 上 居 の 堆積 相 が , 南北 に よ つ て 異な る 
mie BCE So HERI 1 HU OMT Sc BS EEO 
海 相 が 著しく , Far —-KOMPBABBE (ZCisM»yT KROLWAE 
MOKRKHO) の 如き も の が 緩和 達し て 居る 。 乙 \ = 反し て 北方 に こ 至 る 程 陸 相 
に 近 づ つづき, 石油 は 重 質 と な る 傾向 が 明か で ある 。 

ペッ シェ ルプ ロン 層 の 下 に は 赤色 訂 (Couche Rouge) が あめ 0, 以 前 は こ 
の 礎 以 下 に は 石 池 を 産 せ ざる も の と 信 ぜ られ て 居 つ た が , 敷 年 前 か 5 ら Merk- 
willer 及び Biblischeim 等 の 油井 に 於 て 此 層 以下 に も 石油 の 存在 する 事 が 知 
な ね れ で で 居る 。 

上 表 に 見 る 如く , サン ノア ジア ァ Piet し て は 同相 の 堆積 物 で , 只 ペ 
ッ マッ シェ ルプ nv ョ ン 上 層 の み が 南 北 に よ つ て 異 相 を 時 する 。 ジェ = ニッ 教授 の 主張 
する 如く , こ の 部 分 的 異 相 が 直ちに 油 質 に 反映 する や SPEAK CBE CD 
AD, BROWMBCESL, eV ven Tor Leics FUSMBBE < 
FREORR( 極め て Ak SRAARDE LU BOT, fiwlllba ¢ UT 
代表 的 な ぁ も の は 赤色 居 以 下 の Zone dolomitique の 岩石 て ある 。 


1) M. Gignoux et C, Hoffmann : Le Bassin pétrolifére de Péchelbronn 1920, 
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この zone dolomitique の 岩石 は , 外見 上 ェ ス ト = ァ の Kuckersite に 類似 


Nyy en 7 a VERO L, その 店 PAH BUR 

eyes AP KD, IBLE | 

Canche Rouge [Péchel bron) の が ある CHP ~~ t Ment 

SiO. 41.95 58.61 lite 程度 に 達し て BS REG ] 

0 Pee eRe く < ペッ シェ ルプ ロ ョ YAR iNBR 
ae Se 014 | は 此 堆 積 物 か ら 分 訣 し て 多孔 
ca ee 296 | this LPC BBM Lic 8 
He wh OSL | で て , 同 叶 ご 酒母 岩 と し て の 『 
ote eee Bel ョ ミー を 生成 する に 至 つ た も 
nie 10027 | 1" | oc555. BEER Si 


BOO) 如き は , JOYREOIN, 北部 に は BEDS § LTH RIERA, そ 
OWE? RI LBD BINED LE BOL EBA SEDI 5 0 を そ 
ORME ETSI BRA &F SHKCRASS ELT Bo 


He ME Se ] 


yy ) 


Mayr WIicRItSr=ORS 
amd UE BH A BB 
i “ 
PALIN BY LClt, 明治 20 年 既に J. Milne 氏 の 記載 あり , その 後 も 屋 
ABROIER 2 EO 4 2d, 明治 42 FORRES SOTHRIOEE AIA 2 


1) J. Milne, Trans, Seism, Soc, Japan, Vol, 9, Pt. 2, p. 123, 1887. 
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生ずる に 及 ん で 一 居 世 に 聞え , 大 井上 義 近 , MRR, REE, epee 
諸氏 の 詳細 な る 報告 出 で , & ts SOMME ART ie HIEERLRETD LO 研究 あ 
9, 小 評 次 郎 香 士 は 更に 此 等 を 細 括 し て , 貴重 な る 記載 を 試み られ た の 04 
そ 文 献 は 度々 敬 米 の 由 界 に も 紹介 せら れ て , 世界 に 於 ける KiB ORE 
AMREOS AMID 6 Fo 

ASST MAE OSAKA O, ALK ORs Sto LALDO UD, ME 
Hh CZF BLBICO. MIRE 6 ILPRAREL(, 2% BRS 
を 得 た る に 止ま れ ど も , FOMBOLE RMN T, KKIMOLMEMES B 
a he Br i 

BAA WOROMRE ME 

PEAK UIE SD % Old, COULD WK SHI CIEBSADOSLo 
その 一 は , FARK IN OIL ES ZRAWAOMRMIMIC UT, その 二 は この 
Be ih Ik eH CO, 机 前 火山 の 西南 束 の 三 方 向 に 展 が る 高原 性 の 司 域 な 9 。 
ROWE ETERS SABOMRR INC UT, €D AFEL3~15km jr je 
SREY, WAKOMRBR OA DSIRE, Sd THM ATO URN BE 
する を 以 て , 湖水 は COMM & OMOHK SMO IE LT 南西 
北東 の 方 向 に 延び , HAE 13km, 短 筆 5km (HET, WTI ER 248m ES 


1) 大 井上 義 近 , RK AW BRS AG. H 64 HR. Whit 42 年 C1909). 

2) EHRRH=, WWEHESE, 第 31 巻 , Pp. 669, 1909, 地質 調査 所 報告 , 第 !4 Oe, 明 
治 42 年 (1909). 

3) KARE. BPH, 35 34 4B, p. 413, 大 正 5 年 , 1916 

4) FAD StF =, th ASHES, BR 24 AB, p.353, 大 正 5 年 (1916); 地球 第 6 48, 
p- 405; 大 正 15 46, (1926); Jap. J. Geol. Geogr. Vol.3. pp. 49~58, 1915; 
Proc, 4th. Pac. Sci, Cong, p. 695, 1929. 4, 

5) iat boig, 地質 調査 所 報告 , 第 15 HK, p37, p. 55, Whitt 42 年 C1909 う ), Hh A 
ESE, $8 17 4B, p.l, p.49, p.85, p.127, Wiis 43 4p C1910). 

6) HESCAIB, HWESUAERE, OF 23 48, HICH P23, 大 正 5 4 (1916). 
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1) 
RES MPMEOMEC KE, TOPRAMSPSE S 350m 以上 に し て , 
湖底 は 海面 下 約 100m に 達し , MSR ZBL 76 B DAM L oC efo ae led BS HB ) 0 


MONBETSU-D. 


Alina fd 

At sD, 

atu mie 

ey (| UM NG in he 
STM MNO ET | 


ーー 


XGwM a ee 面 fw 

WOW (kA FV Ya 7 S41) C828.9m CH HH (865.8m _) 等 の 火山 性 隆 
HBO, SRB CAA ジ シモ ラ ツ プ (77m) v2vt 5 » F(506.6m) 
FO NEB HOT, 湖水 を 背 に する その 和 外側 に 向 つ て は , TNeERAHEK 
WEIS SEAR BOR OHI eR EE So, 湖 に 面 し て は それ ら は FRC 
BUBO 7B IK ait, 個々 の 火山 を 代表 すべ き 地形 を 内 な へ り 。 これ 次 
LERGEHO- 年 な らむ か 。 ま た と た MAROC IS, TB 40m BD 
る 百 老 合 地 垣 々 と 連なり , WIS CMG ROWO—-PICKCT 直接 この 
高原 面 よ り 降 下す る こと 用 そ 650m に 達 す 。 こ の 台地 は , BAMKIL OMX 
DC OCRAWO RA CET AE b, WT SIE Tie WC, WO HI 
(CUS 290m (2 EP し て , Wie BE < Ct 50M (TIM FS HRLO BH MH, 
シュ シン モラ ッ プ HED 火山 基 謀 を 形成 すれ ども , MILO ARH. i 
面 下 に な ほ BRC PR dr, これ ら 5 の 火山 と この ALR & eFC 5 T 
高原 面 下 約 400m に 達 す 。 BOI RGBWRD BRS, これ ら の 火山 が この 


1) RAP GRAF, 北海 首座 出版 北海 道 火 山 湖 研究 概 報 , 大 正 14 年 , (1935) 
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(SUE LICHOIB YE SC WLS LORS, NBL LA HBA, RIE, J 
庭 三 火山 噴出 の 時 期 に し て , RRR OAL HATS A OU RAE IR HE 
O— ih 2 OH L, BEEK INS ke OAM MO BS > SRR KO 
BA OMA L, FEC COMA BARON ILD S Se HE UV UD All 
ees o%9 OM PTCKNO AS, MIS MARAE RONEN IZ Ds ©, WE 
LU PURAbDE SUD CS CMD TERT SSI NEC UTE 
BX OF O- & HL GS s PHBA (994.9m 高地 ) に し て , 若 
LAO MIF 日 の 観察 に よ つ て PEST る を 許さ る ゝ な ら ば , CUE CA PB 
KI KAU MONI 火山 に し て , KAWAOBRICRLT その 北側 を 失 
1 ~ BPE EBUNSSILIES Do CI COMEBOMM IMI RO 21 
OAD FS IU & BIL YS KWARMORTE eng L, し か も その 北側 
に 於 て は , CORAOR MS, AEA t RHIC SRB §O TUT 
せら る ・ ゝ 形跡 ある に よめ て 祭 せ ら る 。 FARA, A AIC KIN OFAC BS 
931m 高地 の 如き ,』 牙 は ECT CO PE lis td (994.9m)' と 共に 西北 に 開け る 
IK REX Wert BILIE SDS 
CHREOKUOAE EUSA ERWOWRIIMTUS KE Ze RIT 
SLERES HES, MEW E OB COpoppu) (ay 5 T, PEAK IUAC 
EAM tOMMICBt 4b Old, BA LRBKN 種々 DAME O err 
SPAS IS LCP PEE) PGB 76 SSPE ICIS CS, Hay 150m Off 
近 に 多量 の 天然 木 妖 を 認め , それ ら は 何れ も PAIL O HEE LAR BBA 
TED KD FES Fl S27 DHAD, その ます ゝ 淡 化 せる 短 を 示し , これ ら OW 
WDE BERT, MEd, MPMEOMMCMNE, これ ら の 
(MME OIE IS, BEHS 6B 6S » REAAIR BEL, Hw 


1) 田中 館 租 三 , 北 海道 の 火山 湖 ,< 前 出 P. 44. 
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PHILA IC AAC ELBE, T OVE MAMY > ov EH A 中 流 に 於 て は BH 
上 約 150m OMS RTL ILG Bo HOT, © ORISA 6 REAEB 
 « BEDS» LHL 
その 上 に 更に 火山 
噴出 物 を 論じ むれ る 
の 
Fi UNE PALEY 6 A 
2670 HW ia Pr se 
LH Tis FOLF 
少く と も 400m le 
L,UT SF AO 
地形 の 根 橋 を な せ 
る も の の 各 し 。 
この 高原 は , 橋 前 火山 の 南 を めぐ つて RHMOMMEBT SCE 前 連 の " 
如く, LOMAS TRARY 200M (HG (ZS PA DFR’ AE UT, 
更に 綴 慢 な る 許 面 に 移 化し , FORD FAT ESO, JEM Fk — Oph 
BUR, RIE MPO LAV St の の 如く , HA, 沼 の SnD UA 
PADI, EL LCE SOMO, PAReTO 上 に 頂け ども, 果して th 
廃 の 堆積 物 な りや , 或 は BLOWER SP RMDIES. COR K 


第 に 東南 , 東北 に 下 め , 東南 に 於 て は 室蘭 本 線 に ほ ヾ ; 行 な る 直線 的 断崖 知 
PVC HAO EH LRUNS BEM F 9, 東北 に 向 つて は BHO 
HEROIC AED Te duit S EABIB EO MILT CBT 

模 前 火山 の 外輪 山 
橋 前 火山 の 頂上 に は , AEH 1400m HF SIE HIBZORS MBOKK 
口 あ 0, 新山 即ち 明治 42 年 の 噴出 に か ゝ SRB, この KKM OS» 


PGS ek 1D 


PRISECKA—-NKOAROKAAN & OMB UT AAD IED MRIS 中 其 に 
位 す 。 

この 大 火口 は 橋 前 火山 の 頂上 部 に 生 ぜ る 爆 杉 カル デラ と Bw, EY 
FAVS ASR, PCB RRA ROS ERA SGI 
OTHAIBCMS SS & PEMA TILES TOROMEN MIR Y 5 hy, 
外輪 山 は 火口 底面 上 に 隆起 せ ず 。 大 井上 氏 は 管 て この 大 火口 の 西側 に 隆起 
する 西山 即ち 994.9m 高 態 を以て 外輪 山 の 一 部 と 認め その 頂 邊 より の この 
PERK KOC TC RET BD 部 分 を は, 外輪 山内 壁 骨 壊 の 結果 な る か の 如 
く 記 載せ ら StL, RAV LABMOM<S, この 西山 を 机 前 以前 の 一 坊 立 
火山 と 認め , COMA AK AIC HY SHA UT 6 OMILD 火山 の 外 東 
笠 面 と 見 像 し , その 末端 に 於 て 樽前 大 火 日 に 直面 せる 断崖 の る を , 樽 前 山頂 
HS BMRB LOTTE SD VF SHED 一 部 と 認 む 可 し 。 何と な れ ば , 
ATH CPR Oe CPS, 樽前 大 火口 よめ 西山 方 面 に 向 つ て 傾 
Mes, 西山 頂上 より その 符 面 に 次 ぅ て 樽前 大 火口 方 面 に 傾斜 SD OM 
を 示す を 以 て な のり 。 

森 前 外 輸 山 を |! 構成 する も の は 皇 と し て 淫 石 に し て , UR OTRAS 僅か 
CAKAO PGR, BD ち 西 山 束 北 斜 面 未 端 の 断崖 面 上 に 踏 は る ゝ に 過ぎ ず 。 
HEOT, HULL OME SUA BS 4 bO LRvAL, 樽前 外輪 山中 
MBE ORE ELE T, TOMMEADB KNOG AB EO 成る も の 
LEROSANDOSS CNS OEABRISM s(S5EENN ETD BABEL T 
(SH CREAR: SB ee L, BP IRV COEORO & 信 ぜ し むる 
も 。 TORO SOA, EAT IMCfilavte Ss OKRRARIE 
森林 を 埋 光 せる も の の 如き は , 恐らく 昨年 Bo KIL OMEK BRU TIES 


1) 大 井上 義 近 , 前 出 , Pp.3. 
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れ た る が 如き BAIL LT 地表 ゃ 傘下 し た る も の な る ペ べく, その 肉眼 的 外 
TRE fothiod Tk < MOT GRU ER BR CHIT o 

D< ON < , PEAK SP HL OBC BRUT SORA MEME Sx 

BETIS, DAB ICRA TE & 既に 前 記 大 井上 氏 OF CNS HEE GOS 
PRS BD, CRBC COKINOAICIR G Bs BRICIET UT, MI 7GROKM 
有珠 外輪 山 , PERRI SECA T も また 多量 の 淫 石 を 噴出 し , BEE t OUD K 
部 を 成 し , 政 は その 附近 の 地域 を 廣 く 被覆 する は , 特 に 注意 を 要 すべ き 問 題 
に し て で と を む し ろ 北 海道 西部 に 於 ける 新 期 語 火 山 共 通 の 特徴 と 認 む べく , 
これ ら の 諸 火 山下 に 席 た は る 岩 虎 の 組成 , MUR eM Lis ee 
APR ANE IS FEO IRE A SD O45 H 7b Do 

SLY RBS Bld, 既に 瀬戸 , AAT CHED D 6 arte B BRN 
AKU PEON 2 ROW 7 アン モニ = マヤ を 昇華 し , SEB 
見 氏 に よ DTAE SRE SHAMS , BY 7 HK ec 多量 の 忠 素 化合 物 
を 有する こと に し て , BA KNORA PIR ZeIMWE USK A! PH 
か ざれ ども , COMA ROUT TF & TRA Me DML HEL, MIE Tv 
CAV LRUNSHEDEBACBELOS HO, EKCOMAPICIKEE 
ee a es 

(GEN BRU SAID — HBO 7s (SPREE IC OD DAML. SH 
ば , C206 OMG Rs DH PERL, —T IR CSFAOMA & ¥ 4 
る 上 に 一 の 重要 な る 資料 と なるべく, WAICA TE 火山 の 爆 凄 に よる これ 
5 OMT DIRK L, SHIP EST AA OZEAIBOIEE & lz, この 地方 に 
BO SKMO GH t WROMT RISB & OM] OWE te S BER BIS 
EK, ~BeETN SIAR SSL. RES, D6 OMIA 後 こ の 地方 


1) 瀬戸 BU, AAR, AS, 第 2 4B, 9 3 HE, p. 135, 昭和 4 年 <1929). 
2) 鶴見 志津 夫 , 同 第 6 st, p Pp. 284. AF 4 4401929). 
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(HN BRAK LOIRE te SUBEIS LO Ch THIN YG ASS 
ml UT, 今日 軽々 に 論 断 せら る 可 か ら ざ る こと 勿論 な め 。 
構 前 中 央 火口 丘 と 類 岩 丘 

ASE LILO Rtg, 明治 42 年 4 月 4 日 , 即 も 新山 成 生前 に は , 外 垢 
山 に 園 続 せ られ た る 大 火口 の 中 央 部 に は , 東南 に 高く , 西北 に 低 き 一 個 の 中 
TIT Fd 0, (RENE te % ISIE Re 2M L, 頂上 に 直 和 反 NLO'W に 673m, % 
と 直角 に 545m OFERIZKO Bomar HL, TON HDD 10~20m 
の 間 30~40° O (ALI CHB Fhe EE, Stk OWE HEH) 400m 
OK ts UC 65m の 深 さ に 達し , DOH CHR BRAVE O 。 

fa Peg Inj KES OAC ABC (SEY 10m ORB Fe FFL, RAIS 淡 窟 煙 を 噴 
ける が な か, 同月 12 APO AIRES RU, 淫 石 並 に ペン BURAK AR 
せり 。 WAMU ABBE L,19 AS BN Ik ORABRARAT HY & DERG EE ARR A, 
Chik ONEVELSCBNO. か く て す 4 月 の 23 A, 大 井上 氏 の 再び 
登山 せら れ た る 際 は , 前 記 中 央 火口 兵 頂 上 の 火口 内 よめ 新 に RAY ORE 
ISS t OR A O — PME L, その 大 部 分 は We BAY 2 O 如き 展 
(eR L, その 西側 の み , OC MASL SUA OMMK KO THIER HE 
を 生 ぜ る が ,5 月 8 ACERS &COWMAMAIC HOT Slee U, 中 腹 
FOAM ENC LOT BARA C10 L, HOWE ROB bd, & SH e 
な れ め と 言 ふ 。 面 し て ,4 月 23 ASUORMS, MET AROMA 
Lie も な ほ 白 熱 乃 至 赤 熱 な り し と 報 ぜ ら る 。 

FAP HIS GICAL, MEA ORE RA BEC I OWES HESS BWI 
T7462 S HOKE LD CKMDRALL, t ORC MRK PEA, 


ANURBED OMBIC LOTBEBS, 以 て 明治 42 年 の 噴火 に 至れ り と 稀 せ ら る 
と の 現 築 た 就 て は 小 藻 文 炊 郎 先生 も る 大正 6 SF D PEA AERC DTK Yo 


1) 大 井上 義 近 , 前 出 , 
2) FARAH, WER 第 6 4B, p-405, 大 正 15 年 (1926), 
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KPEKROMT HN SW 412 BOWMORE Oke L, MRK ogee S 
Vit ROWE EL OBI RK CISA (Klien ds, も し 功治 42 年 まで の 
ADB EEE OU CE UK SLORY LUE, TOMRMORB A WR 
OFC bow ti ~ Se WHEE, BAP LEKFFERORT Sam, 2ZeEY 
CHE BIBI OFLA 2 Bt S te eK ESSL, 


EE OME ME LT, 中 央 火口 丘 の 東側 及び 南側 に 22 RO BE 
RHE SD, 中 に も 新山 の 南館 よめ 0, SOE の 方 向 に 走る も の は ,6 月 23 日 
大 井上 氏 登 山 の 党 時 に 於 て 長 さ 150m, 幅 2.5~8m, 深 さ 最大 18m に 達し , 
5 15H ORES ZL OMNO LHR GRO TELE MD ZO 
後 約 7 年間, 殆 ん ど 何 等 異常 な く , MUAH 2 LCL OBL KO FETE 

丘 は 滋 炊 冷却 し て 登 袋 に 耐え , 大 正 5 年 田中 館 氏 登山 の 際 に は , その 北部 に 
£23 120m, 幅 50m, 深き 20m を 超 の る 東西 の 凹 記 あめ , 外 に も FROME 
HY TT SOoWAvREBCAD, KE 648 4 3048 See 5. 125 
と を 繰返し , TOBA AM PROBA ICRU, HALE ERE OZER OF 
iw SI, ld COMLROA WICK UB A OWE WE Te By < HF 
But, その 北端 を TFIBICMOT, WAR NOPE CHAS, TORR 
に 延長 する WEL AU, SN GBA CIEL Oo BREA ON 
最大 8m (EL, BAMICK USE OMI な は 赤熱 せら れ た る RES Oh 
た りこ と いる ふ 。 

大 正 7 年 7 月 ,8 年 5 月 ,12 年 2 月 ,15 年 10 月 等 の 活動 も また 田中 管 氏 
に 振れ ば , BACLT I OBAGI HAD SONU UT, 特に 明治 42 HV ROB 
PERG LTE O ERIC HEK LU, 南山 腹 の も の また 大 に 活動 し , RPE (詳し 
(SSE NOSE) は 中 部 と 西端 部 と が 感 ん に 活動 し , その 西端 せ し 北方 の 
及び 南方 の 山腹 に る 新た に 噴 口 を 成 生 せめ 。 


1) BUM, 2) FAP ARS =, 地質 移 雑 議 , 第 24 Ae, p.853, 大 正 6 年 , 1937, 
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BREE UCAIFE, APRS PE ORM ES (CHE D ADI UT, 
FICHE LAG SH HRORR LW DICUUDEBOICINAD 6 OSS 
Se -2 ms CHET A 29 A, ROB 
BAFICH CUS, BGO HROLIS BB 
lis] D 如く, 大正 6 420) Yt ge ie 
は その 中 央 西 寄り の C に 於 て 最 & 
BEAAL 噴気 し , CORR IC に よ つ て 
SO。 の 外 に 多量 の Cl の 存在 を 示 
し , また 周 園 に は 白色 乃至 黄 赤 色 
AEM FED eH CU, NH。C1 と 
祭 せ ら る 。 そ の 外 そ の 西端 山腹 の 乱 崖 面 上 A の 位置 , HIME OMB Os 
励ん に 噴気 せる も , 大 正 6 年 乃至 15 年 田中 錠 氏 の 見 取 園 に 示さ る ゝ 東側 山 
腹 以 下 の 部 分 は 既に Fe AEE Oo 此 共 最も RACED Ze 0 し は , BO 
T PHILA BRIS UT, MED ko) TOMI LO TKHOM 2 ZU ST OZ 
ONG 2 FEU SABIE SO LEB KAD, 幅 少 く と る も 30m, 深 さま た 30m を 超 
MS4OOM<S o CLOBWMt, UMMBUOME 6 DEC Hs, 更に その 
PARED KO REC RA CHERILE 100m 幅 約 20m, RS 10m Yb 
Oo CHR < Wis 2 年 以来 の も OM DHA PEO PTA Old Faithful に 
LC, Fb MID ME L, IPEMB BZ LEAD LOBEL Oo 
COM RPERIRO 西端 よ 9 や ゝ 南 に 離れ , RAL BET ETERS We 
せる も の あり , そ の 除 近 は 美 く しく 昇華 物 に 被 は れ た り 。 但し その 他 の 方 
MICHA TUS, 山腹 以下 に 噴 煙 を 見 ず , 山頂 部 る , 鑑 鐘 附近 の 外 は 噴気 逐 し く , 
東西 独 鏡 は . 之 を 少な く と も 生 ヶ 毛 に 於 て 横断 する を 得 た 09。 
iA WBRUBEEORA 
FS KL OME CBE UCM 6 tote BAK IUGERO PRS eS 
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Beet ih 2 OSM RIB & (2 UTI TRIS HE TAER RAO 2¥ > BOR SL, 
内 部 は 淡 旋 色 多 孔 質 な れ ど も , MASE BSA UTRRE ERS a 
RORMBROt rk OME Lie SIRS, Hota S IL TUEANIS UT, BORE 
THERE GEOMS ¢ HABE DAB OM tO, 特に 最も FLA 
BROAN AMOI LOBRMLROZEOBP RS BM Hus 
% B gARHBG 2 LT, RRGOMBA & VIR EOE Lk 極 あ て WWE S itis 
を ゃ なし, COA MSS ROBOME ET L, 路 ぼ 水 下 な る を 常 と すれ ども 
Z27eAvas HA PACED, RS る ie Rae RT 部 分 を 見 る こと 
あり 。 こ の 構造 は 既に 神津 陣 士 に より て 結 卓 度 の 差 培 と 流 短 構 造 と に よる 
も の と し て 訟 明 せ られ , APRA OTS BERR KREMO AB tL UT 
褒 明 せら 5 られ た のり の 。 

RASC OHS FFM ICY OI, MOMS EE UTHRD 多少 に 共 
づき , 孔 隙 多き 部 分 は それ だ け 岩 石 の 資質 に 逐 し く , POTAKRRA OK 
上 曲 を 散在 する こと 稀 薄 に , 且つ AA ORME ST 4b OMI L UTR 
_ 色 或 は 暗 福 な る 也 隙 面 な る を 以 て , BH L CUAL, ZERUTIAR 
の 少な き 部 分 に 於 て は , MM CHS SS も の は 主として 淡 族 色 の 岩石 定 費 
に し て , FHEG OBA も 比較 的 窓 に 配置 せら る ゝ を 以 て , Be 2 し て 淡色 を 
時 する な り 。 そ の 成因 に 闘 し て は 今後 の 研究 を 要 す べ し 。 


CaCOs 粉 来 を 分 布 て る ゼラ チン 脇 に 硫酸 銅 溶液 を 振 散 そし むれ ば ,CO> が ゼラ 
FY PICO pe te LC PHI STLHV, Cit COy HHA な る ゼラ 
FUPICBRAET OE RERBALAT SCBSECTO PME DH, RZREO 
MIC BAT SLOLAULTMKCRE SED LEMEDZ, WHR OBHORIC 
%, 或 る 深 さ に 於 ける 燈 岩 の 粘性 と カス BML OM Km ( OMe BYRD 3 Ic JES 
か 。 こ と これ に 就 て は 追 て 論ずる と と ある ささ し, GH) 


1) S.-Kozu, op cit, 
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wy GR 


i) DR ti ae SB 


717, 獲 角 関 石 の 結晶 往 造 Warren, B, E. 
FUN ARO RKRK BANA LAR 
DKK 3 BHA Lid, < OL BRA, 光 
EBDE, WS, SS PASEICBA LC PERE C FAD. 
To COMBOS HAE LOMMIA, 
20CA) bcA) cocA>) 8 
4M A 971 879 5.24 74910 
BMA 9.78 17.8 5.26 73°58 
RE 比重 BK AR 
Buz 2 3.275 CaMg(SiO3) >» Ce, 
BA BiG 2 3.00 HaCasMgs (SiOz) C3 Tee 
BHA Ob ABHAO tp ore 
余 に し て その 他 は 三 者 よく -Het, BH 
WA OB RA it HERO Ca Mgs(SiO3)』 
は 正 し か ら ちず H。Cag Mgs (Si03)¢8 な 
o b BIC HEEL %e S AAT OME Ab HEE ASA 
_ i te 
要 像 され , そ の 差異 も ,X 線 反 射 よ り Ke 
HER LGR VY, ERMGKY ARA~O 
BAGR& stiam L, 48 の 酸素 原子 中 44 は Si 
原子 と 堅固 な る Chain ehiKL, BIO 
40 (t (OH) を つく る と と を 訟 明 し , 
Siz 0 と の Chain に ょ り て <c 還 に 延び 
kB ANAC BEER TRIKE 
Spe MH, BANA, ZAIN 
4, Kupferite, eA, tia, Gri- 
nerile © c iO )) Y © RHE th Le & 
YC; fae も 類似 の 結 品 構造 を 有 し , HO 


Hit PIC KDE BENS & & WICH 
0 (CZ. f. K. 72, 42~57,1929) (ABD 
718; セン ト * パ ウル 島 産 Dahllite 
Washington H. §, 

APE Ley boson Bie dunite ょ 
り RV HOMERS FS L CRON HET. HE 
PBA Merwin 氏 , X MEME 
Posnjak i, (LES WWE la KIC LV CH 
され た り 。 WG Ms HER ah IC LT, 
o=1.603, e=1.598 に 相 営 す , MW X 線 た にょ 
SUPT RIL ( FBR AK ELF 0 

TERT BT Oi REY TRY O KF} 8Cag 
(P2Os).Ca (COg, COH) 2) に し て 明か 
に dahllite に 相 営 する も の な る が , 之 れ を 
諸 産 地 の fe) —Baty & Bk F Sic dahllite 
は 産地 にょ り て 其 成 分 笑 に COg tL H2O 
と に 僚 て 多少 差異 を 示す る も の に し て , St. 
Paul 産 の も の は 即ち 基 一 種 を な す に 過ぎ 
Fo ft 之 れ は BRA OF BR 
(OH)2, CO2 た ょ り て 置換 する も の に し 
て 此 の 事 は 前 坊 Merwin 氏 及 Posnjak oy 
察 よ りゃ も 確認 せら る ささ し 。(Am. Min.,14, 
369~373, 1929) Chm) 

719, ERTIFYR4A FORSH Gau- 
bert. Ep: 

E21 AYR 4 b OFAC AKER 
WALD KB I iE F BE ORME ic 
LC Xan & XS AEA A PICT LT, 
20°C KIC 含有 する 水分 を 失 ふ 事なき 
様 に し て , 109°C 迄 加熱 し , WC 上衣 2 
原因 の 影 疑 を 分 離し て BR Lic BHR 
109°C 34 DARI PACH E21 Iv 4 
bow EL UCHIKO ZA RIC 
AT S%O%eS EHY KY (Comptes 
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Rendus, 187, 1057~1059, 1928) C4) 
720; BEREORRR Barth, T. 
BEC LY CHYORMRBE WES 
る 場合 に , BRRAK ARE 求む る は 
BAS HEC LC, 2.1 ERED S YOICPT 
は , 従来 セレ == ! J, 硫黄 の 燈 融 液 及 セ 
V=21 da, ROR MWEeE Mo Rr 
どる も , 之 等 の 液 は それ 自身 強 《 着色 し , 上 
つっ 赤色 光 以 外 に WUC 殆ど KEW ie 
Yo KCHARMREE WR BLT 
(LAME E RIN Fo 

RRS IBA BN OBK RI VAD 
PBF Y AME Abt bie B lL IC 
HBS IC LC SBN) teh is, WER 
ERA SFI IC LT, 上 是 和 之 れ を 得る に AY 
7 S ERIC CAS Ate BL OTY S 
TICI, TIBs, TI は 何れ も Tl,COgk 
Y Rta S HEC E VY CHEK THO 
割合 に 於 て 完全 な る 固 容体 を 造り , Mae 
% 光 加 的 に 均質 な る を 以 て . 適 営 な る 注 
意 を 以 て すれ ば Na-Ke¥ Uc cMHAs 
2.25~2.8 D&O ETE UTES LS AUR 
CB t OL BRECK HLUCAREN 
SRL, MAAK MALT S 傾向 強 き も 
Na 一 光 を 用 ゐ AS ELTCHAT HE, BEF 
ORRIC WSC 充分 役 立 つっ さ し 。 て Am. 
Min., 14, 358 一 861, 1929) て 加藤 〕 
721, 水 成 岩 中 に 現 出 する 電気 石 に 就 て 
Brown, L. 

オォ オクラホマ 州 の 中 央 部 に 針 出 そる 下部 
UA BEND red beds Ic L-C RUE 
の 系 統 に 分 た る 。 最近 と こと れ らら の 各 系 統 の 
PMR PAIR 企 て ら れ , その 結果 と し 
TCCOKK ORT 'D, ERA © 現 出 


DEI MIS SMe eHV. 即ち と の 
EAHACORKACTARV AYP SYH 
どる も , 結 唱 形 , 色 及 び 多 色 性 等 の 諸 性 質 に 
於 て BMLIK Law, ZHOBMML LCT 現 出 
せり 。 こ と の 電 無 石 の 特質 に ょ り , と の 水 
成 岩 相 の ょ り 完 全 な る 衣 載 を な し 得 れ ど 
%$, 地 層 を 将 比 すべ き 好 資料 に AES 3 HE 
は ず 。(Am. Min., 14, 238~239,1929) 
CHE ASD 
722, AIRAVRLOsSHKRESB 
mann, H, J. 

DIRF YF RAGERE RG Athi V 
と せら れ ULM, BHO 6 HO RK 


Sce- 


TORK fRALIE, 約 0.1 ohm/cm3 oft 


HOP EMLE VLU3-5 HDT ボラ 
ンダ bh OAV BA LAG HLIC MERD 3 ST 
あり た り 。 (Phys. Zeits, 30, 143~144, 
1929) (@E FA) fe 

725, Acmite }8 RIERA Bowen, N. L., 
Schairer, J. F. 

34.5% の VegO3 を 含む 純粋 な る 
Acmite を SARS 3 WEIS 990°C だ て , 赤 鐵 
GRL Nag0.4SiO271.52, FeoO3 28.5% 
の 成分 を 有する 液 と に 分 解す 。 更 に 温度 
が 1275°C SEF HUE TRARY 完全 に 
tA け 終 STEVE 

XR Acmite OKARASF SROG AT 
SIC YC, PUGS bk, Trews 
990°C CHE RHE LC Acmite を 生じ 。 
反 應 不 完全 な ら ば 液 は HARK SB Y , 温度 
の 降下 に つれ て Acmite (4 HOHL VF 
BEL, 850° に 至れ ば 石英 も 共に 生 ず 。 石 
RULE ( OPPBCABE MIC SL S BB % PSE AK 
HARE Yo 


tee ie . : 


eb 


ok 99 (39) 


SEI PH ETS L, KE a 三成 分 
系 に 推移 し , 最後 に 三成 分 Eastectic 即ち 
Acmite-SiO 9-Nay0. 4SiOg を 生 ず 。 

Acmite 及 Soda-amphibole を 含む 多く 
の 岩石 中 の BETTE OBR, b ko 
如き Acmite の incongruently fusion に 
HED MAM MOM RIGS EEL, 
(Am, J. Sci., 18, 365~374,1929) (_E AH) 
721, SBRARUBHAOILEEE 
AS HH 738 23 FR. 

12, BRA-BRaK A739 参照 。 
725, BRRUMLORAICH TS 溶解 
度 ARH 756 SIR. 

(27, EABKEEOMAES Wolf, M. 

PI EARY) XM DN BE IK 
TSC EARKRO BA & AV RG S BO 
に し て , ROG MRE WP bo Seif 
LU IMS o MPLZEM (KORO BF 124.598 
A till o BI © ff 98°14 に し て , BW Biko 
Qe BMA Ub AOR ARO 
方 向 を 15.47% BRAT SBICK V CHS 
Br~ Lo RMS FSOCCK PUY BAKShO 
度 の 値 と し て 14.12 を 得 た りり 。 (Zeits. f. 
Physik, 53, 72~79, 1929) (41) 

728, 三 枚 貝殻 中 の 炭酸 カル シウム ths 
MXM UL. He=, 

RAL OSM A LD BIg SOY, 
上 を 選び , THEORKE IY = FORIK 
ょ り て 研究 せる に , VMAS L Mee と 
は 銀 石 の 微 品 ょ り 成 り , MEK RA 
CHAE YV te STOPS VO fink VY 
な る 。 Ch bMS DHE OM HEIK 
AUN tL, % OMEGA 常に Alo 
表面 に 殆 ん ど AK UC, RAR 


の < 軸 と 一 致 せ り , 上 且つ 成層 完全 な る 竹 
fel ih O MEMENREE A & 完全 な り 。 て て ( 京 理 紀 
12,.C3〕 う 199 ~202, 19299 HHI 

729, HSRBPORMBSRM 7A 
752 参 昭 。 

730, 硫 物 中 の 後生 液体 包 豪 物 Laemm- 
lein, G. 

Hida DAK DBE IC BAD S MEFS GE 
BE Sorby 及び 其他 多く の 沖 者 に より て 行 
は れ た れ ど る ゃ も , そ の 大 部 分 は GRWOA 
成 及び 形態 等 に 開 し て は 深く 論 及 を られ 
Fo RAGA WA IES BA, REA 
及び BREA CT, か か る 後生 液体 包 
By Oe xe & PERV ICR) L 更に その 
AE WK © WR & EL, 進み て 自然 に 産出 
F SHG hs PIC Dd d OB OFFFES wh Bil 
ERG, DUT RED BRM O 生成 を 間 
FEC? VG WSt OVA Bye 
tit © BAER AR Bg STR STS A LC AE Jt 
され し も ゃ の に し て , 従 つて と の 研究 た は 
CL) 結 品 中 の 翼 鱗 生成 及 び (2) Skelett- 
wachstum 街 に 開 す る 研究 を 必要 と す 。(Z. 
f, X. 71, 237~256, 1929) CARAS 
731, パラ フイ YRWOMR (第 四 報 ) 
田中 芳雄 , DPRK ZB, Se NBG 

HALE, 頁岩 油 及び Aik Yo ¢ 
YVRESNIFI7(4 YO BEECH LTRS 
る 所 あり し が , と くに は MR zl re 1 
ル よ り 得 た る パラ フイ ン の 結晶 形 に 就き 
て の 研究 , 並 に 一 般 唱 出 現象 の 理論 前 老 
究 を 逃 べ たり 。 今 回 の 結 品 も 前 還 の も の 
と 同じ 《 MHARKBL, 2073 1 
PRICK V fie Sd MHP oBO Lo 
は , PRM AB A771 Y Hii DB 


10040) $b 


$k 


PLEAS OIBE RIL S’LORSX*B 
BWAUKE BL MPL SIO % Old, 
JED WAR KE ih 7B FSH ts BE IS Ah O HE AZ 
wVULE~bS. WE © HMB, HO 
hn fits IE) D ZE FS UR RE D SBA BAIT LY OIE 

LC, A BSR REX 一 般 に 次 式 た HRY CHB 

は さる 。 
V=K(c—1)/ 

Zit PBRIATAUYORRKE Vise 
た る も の た し て , と こと ょ に V は 結晶 の 生長 
速度 , K IC LC 不純 分 の 含量 或 は 
冷却 速度 等 に 疾 す る も ゃ の ,c と 1 と は 夫々 
YAH OTLB LAME, RU 9 (dt BIE DH 
度 な り と す 。 Kot Vie (e-Htynrto 
RIC LT, パラ フイ ン HO We 
REF OR tr B PEAAKAB & SUS B SAK 
AK#G HhIL> FER DARA IC IST, 287 7 
Ay OPE & REI MMF SBI KOT 
fs bir, 此 の 適 営 な る PRAY O ww 
XLV LEAR AS SF EMV eS 
が , BAIL ILO BR WB RRRIK 
VCR Y , CHUM, 18. 109~ 115, 
1929) ( FA) 


BaSRUAUS 


132, (Z#BMEXWOSRSHRA 
山田 節 三 。 

DURA S BEF OAH) 5 I © Hh Bh IK 
位 し , PAMGRe As c 噴出 せる BHO 
堆積 に ょ り て 構成 きれ た る 新人 火山 な り 。 
% Oat Cl) RB IREACRULS, (2) 
WREARUA, QOMREA RUPE OS 
種 に 大 別 せ ら る 。 著者 は と れ ら の 各 燈 岩 


OBR OSM AE © fH te 3 BERR te 


Lic 3k IC, HUET SACRA EEA, 
NA HEA, BERT _b RID 
ROUGE SERBS O ERG ABE 
RBA D PAAR OSEAN EE & EAM 
に 述べ , 次 に 各 燈 岩 の AAS AERG % を な 
し , <ORARMIC KV CRRAS 更に 
5~2 の 岩 種 に 細 別 し, BRKER RDB 
WOKBY RAB IC KU CNR bom 
Aye RAY o 

BD b YR A AAR DD AE AATEC & 
り , BRM AICI C BARS RIKI 分 化 排 
BL, か 《 し て 最初 に BEB IRE ABM 
岩 を 噴出 し , 炊 に 曹 灰 長 石 安山岩 , 最後 に 
可 灰 長石 宏 山 岩 を 現 出 せしめ た る も の な 
Yo GWE 36, 419~435, 465--478, HB 4) 
CHUAN) 
733, SS@SRUEROKUEORES 
ints 7 BR Tift 

HS, 1875 4p OME ICR SEB AI 
BRD BAT OTLEY TRAY a IC PE EE, 
及び SUB RAB AEE 2 tr, 次 いで SF 2 AE 
に 噴出 そちら れ た る AMMO Assy, tb 
Mai IC REE SM GS 'V Low 
FEMI BG RLY, 著者 は 灰 長 石 の 品 
WAKER U 1875 年 の AWA TREE 
Al & RWIS SS ( MAK VY .CProc, Fourth 
Pac, Sci. Congr.) (#4) 
734, SRBOMBE Fenner, C. N. 
結 品 作用 に 依る BARA O Bit, 初め 
CBRE LRAWRD O06 O LBA, 4 
SUIT FEO st Hl DBE & i ih OIE IK Ct APE 
Le BY UL PTE PA ee, Be AY IC te, 
TSC AG Rid 5 1) LA DOL TP IPD % 
の と な る と 主張 す 。 長石 は 固溶体 を 作り 


yb 


$k 1016415 


早期 に 品 出 する も の は REAK UT, B 
FECL Tr YD BA MF PE FSS KM 
一 方 火成岩 に は 輝石 の 重要 な る 一 列 あ り リ 
大 部 分 Mg, Ca, Fe. の Metasilicate な る が 
Mg-Metasilicate は 結 品 の 方 へ Fe-Meta- 
silicate の 残 液 の 方 へ 増加 する て ふ 長 石 同 
様 の 原理 の あて は まる と と は 理論 乏 を 示 
せり 。 蓋 し 御 の 如 き と と あら ば 玄武 岩 的 
AiO Hei Ba FEB IK GeO PA eer HL Ud FE Bd 
ANY KRDO BIE ~ SE DO A HE STE 
W Ate Y > FegO3, FeO ofE ROIS O 
EPIRA OT RAE IL RE MM oO 
域 に 達せ ず 。 

MICS AREICHG BR ORPi 
& SAMIR AR Oo BIC HVC hee 
Yo BKREO LMOTP OD & Ma 
及び 下部 の 多き 部 分 の TE amy, x 
BI SC LEKKY SHO FG~FOow 
Wd SHR), MERC IED 
D IB DES Bh OB & EEG IR CLE 
Aly 長石 , WE ERDR OD WH OER GA FIC LT 
磁 鐵 斑 の 品 出 の 最後 な る も ゃ の 多 し と 言 ~ 
Yo WHR OMIM & AEX SY 
BAW 2 Y DIL OPEKD & Zw 3 BA 
の 存在 を 認 む , 恐らく BAO ED Ltr 
S WEA UC HS CHEB RA DE DRE RERETE 
と し て 品 出 すべ そ べき 鐵 を 運び 去れ る な らん 
と 言 へ り 。 m( GRA O Crystallization 
differentiation の み を 考 ふ れ ば , HEC 
OL PS ZHRSHE t, MU ORANGE 
を 運び 去る 作用 う Se Zee chan 
IF GIRBEO Te hid BIE © BEL BL 
か らん 。 HAMOAW(ERROAA 


BROCK E Mees WEES. H 
RECS SHRI AU OFAN OBK td 
CLM VY CAm. J. Sci, 18, 225-~253, 
1929) C 河 野 〕 : 

735) MICCBRALSHICS Adiron- 
dack Anorthosite の 意義 Miller, 
J. Ww. 

着 者 は 幼 育 州 北部 Thirteenth Lake 地 
Fie Bitte (cB SL ZS Anorthosite ApHk o 
St, BA LERL ABS S Anor- 
thosite の 起 原 に 論 及 L, Bowen, Grout 
の 考 謀 を 批 丈 を り 。 

Bowen 及び 著者 の Adirondack Anor- 
thosite Ich sd BMA, HM a 4k © 
餅 毅 的 洲 入 体 な る 事 、 及 び Bie hy 
VERE & WD LEE IC Be S BIC PAV CE 
L, Grout OA itis VIVAIE DR AKREA 
体 を 考 へ , Bowen OFF MPEVEICB LT, 
分 化 の 初期 に は 或 斜 長石 の 上 昇 せ そる 事 を 
MO Yo 

ES SIC SA OM, MILI OV 
Maa hia Oo 一 部 な る も , さして HR 
tro S. DEM TUR GIR as Bet De © 
BSE WR) Mere SEAS AS S Hc 
THEBES S Anorthosite oA Gils % 
の PBB ABN & FIC, 概ね in 
situ CTH S AIC LTC, BRNO 
Bi (CAAA CAMB Bev S te V (Am. 
J. Sci. 18, 383~400, 1929) C_EHH) 
736, Silver Mine の Greisen|<RET 
ACH 745 ZEHR 0 
737; 中 部 アル カン サス の アル カリ り 1 岩 
OPED Croneis, C., Billings, M. 

PBT I py FAITE L 


102¢42 ib 
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た る は , Oppello 及 Brazil Branch の se 
Hwy Re Perryville 及 Arkansas River 
導入 岩 床 た し て , 之 等 が HATS 岩層 の 
JZ x 1X 15900~25000 feet KRU, SEO 
岩 頭 及 岩 床 忠 た は 72) HRB, = 
デリ 4 ン 花 岡 岩 モン チカ イト Mey a 
YE FAPRERAF IY NBL GA” 
ZLEOT NAY — Blt PARA BAC LY A 
( EER AERA UL, 夫 故 に ;, Oppello 
及び Brazil Branch m fR@es rb ¢ a 
中 部 白 聖 紀 の ア ルカ ンダ サス 火山 作用 と 相 
Belt L. aK > 赤 同 様 に PARA SEA te 
Avo Pike County DA] BAO IC la =e 
LCHUBHS ES. RAV EY FABRE 
BAKEEG IC 産 す れ ど る も, Oppello 及 
、 Branch 角 繧 岩 中 に は Ze 産 せ ず 。 bik 
OMA Webs 2H, 及び BAA V 


化 さ ざる 事 , 並び に WAS 匂 動 を ざ 


る 事 泊 より 老 ふ る に , 之 等 の 火成岩 塊 は 
2B (ARM OBB ABR) bho 
CJ. Geol. 37, 542~561, 1929) (HRA) 
738, SBRRARAOLEHME 
Angel, F. 
KORBROHA, BAH の 各々 の 分 
析 ょ より Niggli OFMERE (OF) e SM 
Fo HAL ANAK 諸 種 の 分 子 を 含有 す 
れ ど , ac, hy, di, を FS HEE FERN 2 と し , 
wo, ns, ko, を 標準 副 注 酸 協 と L,or, ab, 
an, ne, Ic, ol, mt, 4 を Be HE SA CREEPS 
SISAL ee Yo MARA TAB IKHES 
し て Hic jad, sy, sy Se(po, ZEEE 
WH nom 23.5 HMINk Se 
SA, FalNAtO corm (i fk norm と 
の 比較 及び 岩石 中 に 生 ぜ る mode の 種 


FAR び 成 生 順序 等 の FAB NE & 相 
RE AM OPEC HRY 4 OD TAME 
BEDS BAK COMPS SAT ae 
BY norm と し て 表 は さる 。 こ と の 場合 に 
Be Tz di HEA IK 76.0% FARA KK lk 
Z~ Pte 825.0% Vo WOU MEF IC DI 
42 UFGIN TICE 6 tL 9 ASG A IK 
DPRSo mt, ru. (IHAKWRVSAS 
So PEMD tr S sy, arf A HNAoOw 
CARY, jad, sy’ (ApH K Rteh SLAC 
て 存在 す 。 

是 等 有色 太 物 中 に 存在 せる 標準 分 和子 は 
その 母 岩 の 成分 た 従 ひ 異な れる 分 子 と し 
て 現 は れ , MOORHL OA TE IK 
生 の 時 期 , NEES SERS of) NIE AE Ra 
SIRO SHAK qu 分 子 存在 し 内 長 
BE OWE IC IZJLOT Ic, re, ol MA 


é Tak y 2K Bo REL OE Sc は Le; 


al, an, cs, 等 存 し 来期 低温 の 場合 に は 
ac, ab 健 存 在 す 。 CZ. X. 69, 455-~475, 
192),) 【〔 河 野 〕 
739, BBA~RBRAR 
Schairer, J. F. 

FARA © WRAD BH S RULE © Heo i LG 
KMAKIC UC, 低温 度 に 於 て は 普通 の 凸 
IRE MNT o © OM hy HERO IB & Ai > Bye 
RE BRS EL PR I © AS AGI] UC PSC (a wd C 
Mite O22 Vo MBA OPRAH AR Y, 
12 iS HBL te SILAABK BALL, その JAKE 
は 1300+2° に し て , その 成分 は BRA 
61.5% 7% Yo ARA ORES 7K AO 
MABE CL775°) XU BLL Bn bhEeEHeE 
%, 本 研究 に より 168645° te 2d Ee 
られ た り 。 ZAERBRTn wy 1 KK jh 


Bowen, N. L., 


ca 
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的 富む 化合 物 に 習 し て 驚く 《 く べき 高き 人 を 
AT BEA ORMBIL 1391.59 な り 。 最 
も 簡単 な る ARAB AMRO ABH, ue 
石 の 混合 物 ょ より 成る と 考 へ ちる が が , 天然 
の FRR Ik その RA — PRE IK LT, 
1300? & Y Sa 1C 1h & FARE IC CHAK 
thie SHV ate Vo Z LMS 3K A 
~ Bu Rist t OFE BBA 1190° KUT, 
前 者 の 1800° kU PKR L, CORR 
OMBaL, DHICMS SS MC 決し て 
純粋 の 加里 性 に 非 ザ し て 、 BIC BE eS 
(Gx, 草 治 を 多く 含む 岩石 と BHR S 
BARE As, hic BHA~LRARK IT 
る 如き 複雑 な る 反 殿 別 係 を 示す 。 こ と の 草 
SEICHY AA BAMA © MB BEIC EL 
Ke SAEIC, RIAA SIC, AAR 
WE RO ERED, Hb aH oN LG 
へ られ , BIC PRM AS FE DAIS Fe 3 AFIS, 候 
AMA te UTM SL EBALEALO 
iL & SEGRIC ( BABS (Am. J. 5. 
18, 301~312, 1929) (HRA) 
740, Acmite ORR AHH 7235 & 
FR 
14, BARICSHRRBADRS Eve, 
A? S; Keys, DA; Lee, F. W. 

著者 は 先 に RRO BUI RC 掲 題 
DRRE IFO ULB, ZEO 場合 に は HO 
SIA IKE, U4, 電線 等 の 在り LB, 
He DHE RLIC WL CL BER fe 2 HEIL TSE 
以 て , 今 回 CJune, 1929) は ケン タッ キイ 
の マン モス 洞 に 於 て , か くま る BKAMO 
WEE IC CR Vg MMO BGE7 FA. 
一 選 長 波長 の 電 倍 符 貴 等 種々 な る 波長 の 
電磁 波 を 夫々 適 賞 な る 受 倍 器 に て 検波 を 


SIC, 結局 , DIC IRA OW F 300 me 
の 深 所 に 於 て %, ZEA 岩石 を HV HRS 
事 を 確 め た り (Nature, 124, 178~179, = 
1929) C4EHH) 
792, TER XWIEA E ARBOR 
Kania, J. E. A. 

海水 は 普通 の HReeP Cit BRL 
COs EVUCHMY b So. 海水 ょ VCO 
LEMS 3 Bit CaCOs 沈 積 の 主因 と な 
So 海底 噴火 に ょ り 放 出せ そ せら る ゝ CO2 
KUL, 極め て 少量 な る 可 き 上 に , 海水 中 
KAOPT LTC, RYE LT MIL Y 学び 
ED OK EICSERC LA BAIS, BEET 
KICKS 海水 の WM RRL, MOT 
CO OK BHR L, CaCOs & Me L 
tro UF MERE iit DPR &, He RE 
MLO WI & 理論 的 に BEL, WM 
FARA O BRE BAC me Vo 

Tiwi COA VG OV Ke Home し 
CHR LHS & aha Sree i Ola 
IC eed BM EMS LS vy AAR 
岩 塊 の 形成 は 以上 の 如く UCRUI LES 
Liev CA m. J. Si, 18, 106, 347 
~359, 1929) C_ERAD 


& BRR 


743, Transvaal, Bushvelds 産 白金 
BRO YF IYI HE TSchneiderh6hn, 11. 

t¥-~c Bushveids の pyroxenite 及 norite 
HkEY AGE UT sperryiite gs RIL 
DLA, OB AMLY 更に 二 っ の 新 
Beas SLRS tr,  O—1ER. A. Co pec 
JE D BE Fe B Cooperite PtCAsS)o ICT, 
他 は Stibiopalladinite PdgSb と 稀 し て 
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H. R. Adam FORA SOT, # 
者 は と の WL CIC MM KY eS 
i. = 7 7r ょ りな る HUMOR 
Wize LT, + OFA, 硬度 , HAE 
RUE ORE WS SB BR BS IC 
PLC ORAM 3 WR VALE V 9 CCentb. 
Min. A, 6, 193~202, 1929) [中 野 ) 
744, WR @SR oy Be 及 同 式 太 床 地 帝 に 
eC AVA SPRUE, 

WIC MERKRSRMOA & MS St, Ie 
OV EICWO CU Le SBMA 
Rillsak Wiha oS WARK LC, 石英 
CBDR % (BIC a OR Bae De Se Ty: 
MUO Zt ICKAET SL ORWU, AH 
MALIA 43 IC PP S15 HH  FPPEMKIC HL SB 
BK CBRE KE RCT . HHLES 
WER a ko SEIN Ba lc OU THe 
kL, RCL OBL L CHAAR BF ABE 
を あげ ば て BRO 成因 を 詳 論 し , 結論 と し 
て は , 雌 式 の BRK SEGA 
と 赤 鐵 成 々 床 と が Be BPR EAL 
AE RYERSS BT XR CLE WR 
SF OC A ARSE 45, 719 ~724, BR 4D Crp BF) 
745, Missouri i] Silver Mine の 
greisen R&BRARICRT Singewald, 
J. T., Milton, C 

Silver Mine th HORROR ER 
AIC LT, greisen (2 T OFERPE & Y WERE 
され た る も の な り 。 鏡 下 た に て と れ を 検 せ 
ば , topaz, quartz 及び 少量 の 自 雲 坪 と k 
Vie\, Bhat 3 ttl AO RHE EAU, 
長石 は 全く topaz 及び ASCE T o 
AE hd © 石英 は 大 部 分 溶解 し て 再び 
ELTCIR AIC VARY 6 4 OR 


greisen 


。 と の greisen は Magmatic solution 
D RGM ICC MFT & 形成 し , その 外 変 代 作 
用 に た て 生じ た る 人 金属 斑 石 を 成 生 の 順に 媒 
ぐれ ば , HALO, TTR, By. BA EAL 
Fir ABLGAD, REAR, D5 OE te 0 著者 
は この 地方 の Ozark mine, Apex mine, 
Einstein Silver mine 第 の 地質 構造 、greisen 
ALTER DRA IC HT ERM Te B FLAKE Fe 
3 Y 5 (Econ, Geol 24, 569~591, 1929) 
CBF) ; 

746, ExY RZ) Agawa SRRORA 
に 就 て Stark, J. T. 

MRKO 成因 を MVS Se V- HH 
何 な る 場合 に も , 唯一 つの theory の み に 
頼り て 之 を 康 く 適用 を むと する と と は 大 
te SIC UT, ec Winchell は Lake 


Superior 地方 に 見 る が 如き ferric oxide - 


CEPUBME S LOL MVMTERE BIC 
相 異 な れる 78 ORE 提唱 を る と と あ 
Vo PARI CKMEL LS Smo 
mechanical concentration る, これ を あら 
ゆる 場合 に 適用 さむ と する も ゃ の に 非 ず し 
て Lake Superior. tj DBURKK © HLic — 
MF OKRA eV L 得る に 過ぎ ず , 上 時 叉 
a ( OMS KA. CO Agawa hh HK HK 
て すら その 全部 を 支配 せる も の に 非 ず , 
僅か に た その 一 小 部 分 に 限ら れ た る も の に 
LT, と の 研究 が や が て TOMO 成因 を 
PHT S LICH 3 ARS CLLB 
BLT, こと に 著者 は その 地方 の 一 般 地 
Ak UB 24H. RV S mechanical cor- 
centration に よる iron bands の 成因 た に 就 
いて 論 及 せり 。 CEcon, Geol, 24, 528~ 
541, 1929.) [中 野 〕 


a Wy win “ 


bene 
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747, ACKAHRA Lake superior 地 方 
ORURPRORAISRT Nishio, K. 
Lake superior {hic ls SBOE 
%Y,BN% Mesabi, Vermilion, Gunflint, 
Animikee, Penokee-Gogebic, Marquette, 
Menominee, Swanzy, Ferch, Culmet, 
Crystlal Falls Michipicoten4é tp Y .tCnb 
の も の は 主 に Huronian series, Algonkian 
system, Keewatin series 等 の 中 に 見 出さ 
る 。 BHA ORAICH LCH OA * 
OMe & OHHH Ah wt L, 最後 に Mesabi, 
Marquette pig Hh 5 O BRAK IC aC 著者 
D SASF & TREES Y oC BIT RS adh am SCID 
$737, 1929.) 〔 中 野 〕 
748, IEKARA Lake superior 地方 
OARBRERRICFET Nishio, K. 
Lake superior 地方 の 自然 銅 及 銀 は , 
Keweenawan series 3 /CHRASL, THEO 


Bi) OR ALRO 42 OMI HE BCI) 


lava 1 OPER, (2) conglomerates 中 の も 
の , SHIR & ERT BY F, C4)Nonesuch 
DAPI pea LIEICHET SRD. 著 
AIL _LFED 4 DOYSCK & PMC LY) 
2 CATES BAK DM, 7381929.) 
CP BF) 
749, Fo RBS SAMA) obansson,A, 
Fg MC PSC (LDR ICR Xb ES 
Bk oti WH RAA i, WAKA 
ら 供給 され , Blo eR Bergslagen 地方 に 
, て は 鐵 斑 の 探 掘 は 古 《 ょ り 行 は れ , 北 部 
CPSC RGR ie STAKES OS 
SV, WERK 至り て は , そ の 産 額 は 限定 
ZS ZL LER HO BRE BIK Ct 
り 。 更 に 叉 動力 の 資源 た る 水力 電 無 の 利 


用 は 鐵 硫 業 と 共に 今後 符 々 進歩 すべ き 傾 
Meats Hie STA OEE S Ci 
ば 次 の 如 し 。 Bispterg, Dinnemora, 
G:ingesberg, Persberg, N rberg, Striberg, ~ 
Kiruna, Gellivare. ( 3s] 1 32@ Gah acy z 
8%, 1929.) Crp BF) 7a 


NX 


Bia wR RB 
750, 撫順 石油 頁岩 中 の Bitumens に 就 
て LKB. 


着 者 は 頁岩 中 に 存する 湊 青 物 の 種類 及 
FIM AS BA Bac 硫 究 し , PRED 
及 分 布 を 知り , 億 下 部 な る ZMH 
湊 青 物 と を KRAZE LT, ZEO TRO 
TORE OBE ICR LEV o HL 
CHAE NY RH & te S EEA IE Oe 
FROWN HiME Yo て (1) 撫順 頁岩 中 の 
TD (kL, 層 位 に ょ り 多少 異な る る も, 普通 
PA b SS (LMM OAR, HL Ay, HE 
BET Se wit el, > AER PK te 0) 2) 頁岩 中 
KZBK EHR bS \ fea Humic 
substances, Wachs, Harz, Cutin な り , 外 に 
陸生 腐 泥岩 に 特有 な る Siberin. Chitin, 
Zellulose, Lignin の 少量 を 含有 す 3) ヵ 
バリ 中 に は Humic 
Wachs, Cutin 筆 を 含有 す ,C4) Vitrite 中 
Die yk Humic substances 28 + tr } 
も の に し て , 外 に 少量 の Harz, Cutin な 
り , (5) 以上 の 結果 を 通 覧 する に 頁岩 と 
Fie OL Ay J Vilrite と の 間 に 
Je tr SHR AA SHC FL, LOW 多 
量 な る は Vitrite の 主 成分 な る Humic 
substances な る を 知る 。 即 ち 頁 岩 礎 と 基 
下部 に 在 る Abele (tb. 夫 等 の WO 


substances, Harz, 
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ME AIS RAK UES. SS 7 ¢ Fe 
的 に 整合 の 開 係 に あり 。 MAGMA IS KAP 
PRIRIC HS T BAe SBS S%O LUE 
ES CRABTREE, 72, 14~39, 1929.) 
CAR) 

751, HeRSPhORReamy 
Takahashi, J. R. 

BH NSO GAA EARL 3K, 
LEC AWC TED B prePBME (ad EAE 
WE IC SC 基 性 質 を 異 に し , 前 者 は 
主として siderite-pistomesite の #fi|z]o 
DL, 後者 は dolomite-Ankerite を =: 2 
So CE OM HERA © HER BELO 19 
MII UT, ALA TEDL D 研究 が hy 
AMICK Feld SS BRC TeV, HERE AS HE 
JELTEH OSS Hero Le, HE 
化 作 用 の みな ら ず , HRCA bk HE な る 
間 題 を 提供 する に 至ら ん 。 LARA A 
OD rere me Pn teinis 基 量 に 於 て 少量 な る 
も , 石 紫 に 一 様 に 分 布 する BALIMIK KY 
て 生ずる 濯 青物 に 鋼 媒 の 影 絡 を な す も の 
どど 馳 肖 す 8 (B. Am. A, Petri. Geol,, 13, 
1377~1387, 1929.) CAA) 

752, 石油 の 新 副 産物 に 就 て  Baldesch- 
wieler E, L., Cassar, H. A, 

File OA MAME AH BI~ IE O!efins 
の 如き は 酸 に ょ り て 除去 し 得 ら る くも の 
な り 。 こ の 酸 を 水 に て 除去 する 場合 に 不 


館 和 の 酸化 合 物 は 加水 分 解 を 受け て 最 色 | 


VA Le Y CUMS, COV & ~~ 
YF I WEY CHL, ガッ リン を 以 て 
洗 涯 そし むる と き は , 一 般 式 CgHisSO。 
IC CHAM 129°C He SHAME AT 
TOP SICH S Chl % te S EGE FES 


% HE Fh ic te tr, Octane sultone tp Z Hi KE 
な くく, Aromatic 及び Comphene series の 
sultone に 畑 似 の 性 質 を 有する % も の な り 。 
CORMUTAAY 1 FAK CRMAT SLES 
(LT VES AT NAIC CRB 

LOPS LOSE 以 て , 精製 ダラ リン 
由 の 硫黄 含量 は 一 部 と の 莉 の 存在 だ 依る 
% ote Sm LoC. Am. Chem. Soc., 51, 
2969 ~2977, 1929.) CAR) 

752, Hm be & ih & DHEARO HEB 
Taylor, EF. M. 

VEE FT Det O LAE OTL & Ab aD ~% tr 
LISP AIC CHMOD’ ORV» 何れ 
% Na-clay を 含有 し , 淡水 に 於 て 加水 分 
MEELIS LORY . Fibs EAE hE 
Dy EWM APA Lc Jignocellulose (iq 
炭 の 恨 源 を な す も ゃ も の な らん 。 ADR IC 
於 て は 陸生 植 塊 が 事 見 そら れず , 石油 は 
BEE NE Ze A © HEE TE RE pte Yo 
CJ. Inst. Petr]. Tech, 15, 372~384, 
1929) (AAS) 

154 石 友 岩 に 謀 す る 有機 酸 の 作用 
Murray, A. N, Lore, W. W, 

ST a ES MABE OS DE Gi DD HRIS HET 
Bee SH eTT LAH kV He 
etbhre Sy. Mee SRO eHSEK 
詩 す る 作用 の 賞 験 的 研究 は 甚だ 少し 。 著 
者 は 先 づ バク テリ ャ に 依る 植物 の 分 解 成 
HEN Te OAR OAK GICBS SRE 
AAR Yo THEO RWC 信 i れ ば , 
土 翌 ベク テリ ャ は 炭酸 石灰 を 分 解す る 有 有 
機 酸 を 成 生 す 可 き 能力 を 有 す , 上 植物 の 
分 解せ て ら る ゝ 場合 に は 多量 の 炭酸 丸 販 を 
生じ て 有機 酸 の 作用 を 促進 そし むる も の 


ie ee i 


“ly 


ws 


な り 。 こ と この バク テリ マヤ ャ の 作用 は 其 深 液 が 
アル ん ルカ ヵ カ り 性 た に な る 時 は 著しく 減退 する る ゃ も 
Mie) CB. Am. A, Petrl. Geol., 13, 1467 
~1475, 1929.) CAA) 

755, Mount Sylvan 岩 臨 層 の 運動 に 
SiC Wendlandt, E. A., Knebel, G. M. 

Mount Sylvan m tH AE Fei Texas 州 
の Smith Co, に 在り て , 基 存 在 は 初め 地 
Bent D FEI RY C BIL B tr, HG hh 
BE OFLC RY CHEER HERR b 
REV, 

AL = OAT OMAHA DS 3 WWE 
fie & aim C, 基 原 因 は BDA A eic 
向 て 岩 寺 の 移動 に 因 る も ゃ の と 結論 せり 。 
同様 な る 例 は な 同 州 の 束 部 に た 於 て ゃ 認め ら 
bo COMBE WD 10,000 尺 の 
地下 に L000 尺 の 厚 さ を 有 し , 後に 地殻 の 
Bh ICS CHHMY SLORY, KH 
の 主 な る 原因 は isostatic press, 2 Ze} o 
沈降 に よる も ゃ の に て , WBWED 岩 壊 が 上 
昇 そ る も の な り 。 (B, Am. A. .Petrl, 
Geol,, 13, 1347~1375, 1929.) 和信 木 〕 


756, BEBRMELORAILHT ORRE 
Parmelee, C. W, Amberg. C. R. 

BAO ERC DAY YMA 
RE CUM LC. Ze SMB BLES 
% DERM BATIC BR Yo RSE 
リン は ムラ イト OFEKT, X SBMA 
英 は クリ スト バラ イト の ク の 存在 を 以 て 検出 
せり 。 草 洋 長石 は 加里 長石 に 比 し 石英 及 
AVY © RBI), HERA lt #4) 
1350°C & 0 ARR me LAD 1425°C に 
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於 て 100 ric 82 の 石英 を 燈 か すま で は 
WUE LECH) 加里 に 富む 長大 は 僅 
か に 1425°C KAT 001K 4 の 石英 を 
TEMES SOM, RICWSEA WICH SB 
Wik OPS AR IS 1225°C に 始ま り 1425°C に 
FT 1001 BE の カオ リン を 燈 か し 得る 
まで は 湿度 と 共に 増加 す 。 加里 長石 は 赤 
1250°C' に 始ま り 1425°C に 於 て 100 中 
20.5 BIAMRFT 9 FER D TEI AIC RS Tc atin 
WEA OFF mire cit A © fh he } 

も の を 認め ざり き 。,(J Am. Ceram, Soc., 
12, 699~710, 1929.) LARD 
757, AASEIAFOwEI Bailey, A. C, 
Woodrow, J. W. 

A Ra F ABOCROME BAS SHE 
ms RUS IC LUC, 即ち AL ZI HH 
線 を あて 上 且つ 加熱 する 時 は 閉 し 《 く 強 き 可 
WLP & EL, RIC AKA IC 赤熱 せ ば 一 
RRS ESL So WG MEIS A A % IC RY 
基 の FARE を 異 に する の みな ら ず , 一 小 試 
KICR CT DRANK HLABS VS RK 
BORG OE Ghd WO BOIGME Te & OA 
Mi 1 CT L600°C 迄 徐々 に 加熱 する 時 は 
Wk © YRUBIC SES 9 fal SAU 7 AD 
子 , 方 解 石 及び BRAS BLS BEE & 
F AMAR Fo CPhil. Mag., 6, 1104 
221107, 19285 Ce) 

758, PALMEF VAR | IRS 
Jones, H. G., 

BHALZBARUOF VY AK) WMO 
RES, BBWC ea Lope Ee MX, Kc 
WA OU AW O Bee Bi, 加熱 にょ る AFL 
REM HARE, DRE TEIN, ilih ROBIE PES & FC 
BRE Vo 7 DULL ERK © IKI 
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に 困難 を 件 は ず , 耐火 度 は 983 乃至 34 番 な 
Y, FAK ル ん 量 を 増加 する と 共に 収 
Ha STIS SS PRICE Te Lo TUS 
WRF wp BPEO DHF vY AK] VCMT 
OTE EO EME MME LYS, クロ ョ ロム 
MCF ve AK 1 We SARS HAE 
REPEC S 3 Pte we Li MRS IK Hh 
WHRE VY AKI UL UCHMS SHETHMC 
X OP OW KE He VC). Am, Cer, 
Soe, 12, 732~737, 1929.) (AK) 
759, 敵 石 質 耐 火 物 配合 近藤 清治 。 
SAEM A, FT AK 1, NRE 
に 朝鮮 磁 主 に 長石 又は 圭 石 微粉 を 混合 そ 
SALA & SER IC BRE? LD, < OK 
化 温 度 , PAE MET TSE BE MEE, 耐火 度 及 
% Ott, DS Wy VE IC BET AE & POR 
eV FFARR] UMA CAAA E 
DEE IC PST SHYT RAL HE SE KR 
HELD LIERL, Mt AMES Hk tho 
HET i C He Yo RA Bich & ARP Ace 
WL & ANA Bich SE OBL I HSC UTR 
id Bit 閉 し か ら ざ り し も , ダ イア スポ 
7 L7G A, Bt HAR 磁 土 と 長石 
OBE Yat ete HE LAY So iAH 
WEL CHATLAR EL OIC KLE SBS 
EPP UTHELESLOBSVEVG I 
MARI OBA RIC RC 述べ た り 。 CR 
HE 37, 545~556, #4) CHAR) 
760, TEED BPE Jenks, L. E. 
TIPE D Je A dK as fi OSB HS be + 
KfEALC% OEIC BAY OREM & 
AE LD, RIK LIP Ic WO S BAER 
介在 相 の 形成 に た 因 る 。 た と へ 粒子 が 勝 質 
FEE IC TPIS SS & YE EHH as Wet 


な る 時 は , PRI BU BS adn ¢ BBAPEE 
AFSL WWELARSLEGF oO ft 
L#iE KK BAM & Ae Lis S ASE le) aE 
C PRIBTEDA 2 RERI(E & TRS FAAP IC 
存する 有機 物 , DVR >, LPL US ELIS BA 
LO WMD BAe ts XS 0, ADE 
子 に 作用 じ て BAe LY, X-BRAC 
た る 脇 質 物 を 保持 を そし むる 薬剤 な り 。 着 
ASS Hie © FA AY PES DB IK 
3 RLF © JAE © We PK aS Bi a BA cc 
置換 せら ちる ょ ゝ に 要する 時 間 を 以 て 測定 し 
得 ら る べし と 述べ た を たり CJ. Phys. Chem., 
33, 1733~1757, 1929.04 781 
761; Be yD kpnkeHe Schurecht, H. 
G, "Pole, GR: 

著者 は 種々 悪 合 の 短 業 製品 を 150 SAR 
OURE PR Al トク レジ グ 中 に て 加熱 水 和 
作用 を 行 は し め , その BIE D HARE RO 
kV, CoMRcknre hte Rak 
り 成 る 素地 た に し て 有 孔 度 低 きも の は 水 加 
WME L, Ld» L ERREETR 209% を 有する 
4 OES te 0X HE RUBLOX 
PIERS, WoO vexeyn & wi LT 焼成 の 
EA FLEES L& & OAM & KANIBIEE 
大 な り 。 ERMA Hine He Hb © ARVE A BR 
HERR 5S も , 長石 を 添加 する 
時 は 大 し て 軽減 せら れず 。 PBK TK 
シャ , ボ 1 ルク タレ 1] BIER Bye VU, 
通常 は 焼成 火 度 を 高 む る と と に ょ り て 水 
AMAR SMF S EGLO (J Am. Cer, 
Soc,, 12,°596~604, 1929.) CAR) 


A ie 


762, ERO RIEIK KRIST RAVOBS 


yb 


Ganger, A, W., Donovan, J. S, 

WOME & SRI HKOMVKS 
試料 は 北 Dakota femipe I LC, 無機 物 
は Fe, Al, Mg 及 Cu の 協 化 物 及 硝酸 及 
硫酸 壇 部 に SiO, 及 NagCOg 等 , 装置 は 
AIRCuvirabei, Ro RRB 
it 800°C % Vg 

BALD ( LD CRORE EFS (c Bar 
り 。 CL) SRR Yad hie D HERE ME IK ee 
lr RRO HB BEtZtooM 
Lo OH MKE SD 3 A! の 硫酸 , HBR 
WM Me © HR WAM S1Clo & in 
ふれ ば , 原資 料 と 異 り 一種 の Baits a 
PEE AF (BUA AK OHI (BIR BAB & 
EEF SORIY CHEK FeoCle thie 
RAVABE RD UBM & Bint COE 
酸 は 影響 な し 。 (Fuel 8, 79~85, 1929.) 
【 鈴 見 〕 

763, 固 喘 燃料 の 水 守 添 加 に ' 硫 物 成 分 特 
に 本 化 鐵 の 及ぼ す 有 影響 Halvica, B. 

本 報 は , 著者 の 水素 添加 に BAS WRF 
(Brennstoff-chem. 9, 229, 1928.) af gi I< 
LT, WRICRG St 同一 石炭 を 資料 と 
LORE RD EEC ERD IES し 水素 添加 試 
EREGT~S 2 OY 9 MERWRKD OD 
eit 3 SIC BA eee eB tk 
YBILK SRICM TIA Vo DK UT 
eo SHER (HICK WMABF NIEROM Lo 
CL) We RD & BE YS APIA 
MCR TR 1 の 小 量 を 生ずる の み 。 

(2) 天然 の 固体 燃料 は 多少 の 春物 成分 
を 含有 し 鐵 は 敷 種 の 形 を と り て 存在 す 。 
基 中 FeS ぅ 2 は 水素 添加 に 際 し て BASIE 
を 示せ ども , 鐵 の 総量 は 閉 し き 意 義 を 有 


8k 109¢495 


せ ず Ss 

(3) Fe203 は 油 の 得 量 に 好 影 響 を 奥 、 
“RICH ARI RT RK L CHR 
HEDRICK PS TLRS SMD Lo 

(4) ZsCl2 は FegO3g より る も 良好 な る 
銅 媒 に し て 特に 炭素 に 富める 石炭 種 に 於 
TRV と す 。 CBrennstoff-Chem, 10, 201~ 
203, 1929.) (#8) 
164, Beet AAT OPROLR 
ARH 753 238 0 
765, MROKREVYS VIC TRERD 
ISRET Steinbrecher, H, 

FEZ D GRFE IK TRAE He DF ER BENE De 
BEAVES WE WME © D te bb TH BAY 
MAKASHKi Vo Uh OVA S WIC 
A BBC T IAD tape EK * Tr 3 
J uxX—YvtY KR UEVYVYEC HH 
L, SiH RRROGAR EL RrSskeae 
AT SPL ER CHMMNDAOLS 
的 研究 を 行 へ リ 。 即ち 第 --~ に ベッ ゼン 一 
Fra) > Hh ENS 湊 青 の 酸度 , mR 
化 敷 及 湊 度 敷 を 栓 し RCE lll, 7% 
トン に 可溶性 幅 及 樹脂 に 分 ち 各 々 の 酸度 
を 測定 せり 。 第 二 に 水 抽 出 物 即 ち 可 溶性 
DRDO 大 体 を 検 し , 第 三 た ビリ ジン 
抽出 物 の 元素 分 析 を 行 へ り 。 之 等 の 結果 
XY EFLORM BAAR EV Y y HM 
IK OELBEPEIC RT BEC CHR Oi 
S V (CBreunstoff-Chem, 10, 198~201) 
Cie 5h 3 
766, BEBRROLBARAMRERD 
Kada, R. 

本 論 衣 は 本 者 に 於 ける 代表 的 聖 炭 な る 
Kidomn 及 Koz95j! 産 聖 談 の 吸 温 性 を 検 


11050) 


ee a 


し , SOREL ARN De RE BE Me Be TIE | 
POEL CHEAPER © WANE & LEB 
L, LRM OBE k SRTEO MEE | 
研究 せる も の に K UT, HiBipe 部 に 炭化 そ 
BRO 吸 温 性 た BES 3 及 聖 炭 の 
Rational analysis よ り 種 々 論ずる 所 あり 。 
CHA Pips, BT SE se, FRE, 702 
Cie 5D 


BARR 


PROBA KATA CAMB 
Bi DAE Fie A WBE RAE 
KBVCETI 1 RROTKH RBs 
BBM tM RO — Img ld BIC BRE 
Birk bite BRM RWPRO KR & BK 
at ICES bt PANR-E B ee  Be b 
REV, MBLORB AMM GS OM im 
MRM ICL CSRRICK UCHR ES 
SRA DS~A( BOCA 8 
Wo HMMA BML (FS eGSAM 
し て 待つ さき な り 。 KRRHK BLO 
SEBS Bab 8 & iL LSE I AGAR © PERE LYRE t 
OY CHET SAYS 

役員 出張 VE REE I Ae 
WRU 筑波 山 に 出張 , He EPS kB 
ALS PRI IC Hak し; — AB PBS 5S 

東北 竜一 大 由理 科 報 告 第 三 集 CAB 
RRB) 第 三 巻 第 三 繧 は 昨年 12 月 23 

日 炊 の 内 容 を 以 て 事 行 せら ちら れ た り 。 

1, S., K6zu and J. Ueda:— Optical 
and thermal studies of topaz from Naegi, 
Japan. 

2. S. Kzu and K. Takané:— The 


axial ratio of topaz, obtained by using 


the Laue spots. 


3. S. Kézu and B. Yoshiki:— Ther- 


mosoptic studies of anomite=basaltic 
hornblende-quartz-andesite in asociation 
with biotitescommon hornblende-quartz- 
andesite, which together from the volcano 
Sanbé in Japan. 

4. M, Watanabé and O. Nakano:= 
A nephelometric study on the precipi- 
tation of some metallic compounds from 


their sulphate solutions mixed with alkali- 


sulphide, 

5. S. Kézu:— Thermal studies of 
obsidian, pitchstone and perlite from 
Japen. 


6. S. Kézu and K. Takane:— In- 


fluence of temperature on the axial ratio, 


the interfacial angle and the volume of 


quartz, 
7. S. K6zu, M. Masuda and J, Ueda :— 
Changes in axial ratio, in interfacial angle 
and in volume of calcite by heating, 
8¢ J. Takahashi 2= 


the microcrystals of carbonates existing 


Significance of 


in bitumin: us shales, 
abiding i in 
CHRtSS., 

MEAS MORE RMI 
J 2B LTR IC RS A A Ec th 
lial (2 LIK OO ERR ike Hat 
EI hall ir eR eT ICSC RRS DAR 
BREE FMS RE LAS Re 
Bic Ci Pf Wm eR CLA LB 
Bo Wiki & WE te 0 LABS 
REN SRS IR eK CHAS 
ら る よき と と ょ くき なり た り 。 


S = & 4 i WE ty OR pe eR 
Re om 


BR i 津 RM iif 
PSR JERR 高橋 純一 PPIFRARR 
RSET ith —- BHEt 瀬戸 Ble 
Me =H 加藤 謙次 証 


ーー ペー 


ay a wi i) 


伊木 MR AM RR A Ri AIEEE 大 村 BE 

Wil SR @Bl 倍 泰 加藤 REREAD 

exer BATH TA ME HPSS Bk 重 康 

SARE 。 BFSARER BRR 保科 正昭 Ee 

松山 kei RK ERI Be aE 
it aepaemamtes (I a) 


上 田 潤一 ANWAR ER 河野 本 BIKER = JDO 
高橋 純一 高根 勝利 鶴見 志津 夫 中野 OR OKO 
mH WE AA RI 吉木 KE AER 。 渡邊 新 太 


7a ee | A @ FH iA 
MAR — AO | eee nthae Re AALBERS 
wm — 月 Wee AAS A ROR A ES 


Se ae ITS 
AME TET HAG Hit BDC EE BER PS 
HA AD AE 


MRRS & HW Me 一 


印 届 者 AM Se hh. ad 3 hip 
MN TH BOR ET AL AUER S ik Ae 3S 
gh 木 fof Geese 1 5 番 ) 
YOR TE ST = TAA a 


FD iil 所 pee aad as = 

ANE TR BERET AHL t ASHE AGRE) — A 60 $8 
HE Ak ED hil] RR KS ik 生 ヶ 年 分 Bt) 3 |B) 3. 0 Be 
電話 287% 8608 ー ヶ 年 分 FRR 6 [AL 5 0 3e 
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